
平成２８年１２月１８日㈰、山陰道浜田・三隅道路が全線
開通しました。

これを記念して、１２月１１日㈰に記念イベントを開催
しました。開通前の道路往復約６㎞を歩く記念ウォー
キングでは、約750人の参加者が二度と体験できない
景色を楽しみました。
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機
管
理
意
識
を
常
に
持
ち
、
大
き
な
災
害
に
も
素
早

く
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
浜
田
市
は
合
併
後
十
数
年
が
経
過
し
、
将
来

を
鑑
み
、
今
こ
そ
地
方
自
治
の
原
点
に
返
っ
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
付
託
に
答
え
る
べ
く
施
策
の
遂
行
、

積
極
的
な
提
案
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
強
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

浜
田
那
賀
方
式
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
平
成
3２
年

３
月
3１
日
ま
で
延
長
す
る
見
直
し
を
行
い
１
年
余
り

が
経
過
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
浜
田
市
総
合
振
興
計

画
基
本
構
想
も
平
成
２８
年
度
か
ら
新
た
に
策
定
さ
れ

実
行
に
移
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
、
人
口
減
少
問
題
が
社
会
的

に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
立
て
、
シ
ン
グ

ル
ペ
ア
レ
ン
ト
事
業
な
ど
人
口
増
に
取
り
組
む
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

浜
田
市
議
会
と
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
の
皆

さ
ま
の
意
見
を
十
分
に
把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
監
視
機
能
、
議
決
権

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
な
が
ら
、
執
行
部
と

車
の
両
輪
と
な
っ
て
軸
が
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、
市
政

発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

常
日
頃
か
ら
、
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、熊
本
、鳥
取
な
ど
全
国
各
地
で
大
小
様
々

で
は
あ
り
ま
す
が
多
く
の
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の

発
生
に
よ
り
被
害
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
四

月
に
発
生
し
た
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
熊
本
地
震
に

対
し
ま
し
て
は
、
浜
田
市
議
会
と
し
て
い
ち
早
く
義

援
金
を
お
届
け
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
被
害
に
あ
わ
れ

た
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
、
本
年
は

災
害
の
な
い
平
和
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
危

い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
提
言
は
非
常
に
貴
重
な
も

の
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
積
極
的
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

議
会
は
「
開
か
れ
た
議
会　

見
え
る
議
会
」
を
目

指
し
て
お
り
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
報

告
会
、
地
域
井
戸
端
会
を
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
政
に
対
し

て
様
々
な
ご
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
、

議
会
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
引
き
続

き
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
政
に
関
す
る
重
要
案
件

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
条
例
を
基
に
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
議
員
間
で
の
自
由
討
議
、
政

策
討
論
会
を
行
い
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
積
極
的
な

政
策
提
案
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
市
議
会
へ
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
政
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
、
多
く
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
、心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
に
は
、

浜
田
港
が
県
内
初
と
な
る
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
第
１
回
山
陰
浜
田
港

マ
リ
ン
大
橋
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
、
市
内
外

か
ら
１
千
人
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、
本
年
３
月
に

は
第
２
回
大
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

多
く
の
方
に
浜
田
に
来
て
い
た
だ
け
る
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
月
に
は
、
新
浜
田
警
察
署
・
警
察
本
部
西
部
庁

舎
が
完
成
し
ま
し
た
。島
根
県
西
部
の
新
し
い
治
安
・

防
災
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
安
全
安
心
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
に
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
の
敬
老

乗
車
券
交
付
事
業
を
本
格
実
施
し
、
移
動
手
段
確
保

と
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

石
州
半
紙
、
本
美
濃
紙
、
細
川
紙
に
よ
る
第
１
回
和

紙
サ
ミ
ッ
ト
を
浜
田
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

８
月
に
は
、「
第
二
浜
田
ダ
ム
本
体
工
事
」
が
完

成
し
、
市
民
待
望
の
付
替
県
道
も
開
通
し
ま
し
た
。

１0
月
に
は
、「
浜
田
開
府
４
０
０
年
記
念
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
」と
し
て
第
２
回
講
演
会
を
開
催
し
、４
月
に

「
駅
鈴
で
結
ぶ
浜
田
市
・
松
阪
市 

観
光
・
文
化
交
流

協
定
」を
締
結
し
た
三
重
県
松
阪
市
や
、浜
田
藩
ゆ
か

り
の
福
島
県
棚
倉
町
、埼
玉
県
川
越
市
、岡
山
県
津
山

市
の
関
係
者
を
招
い
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。引
き

続
き
、
平
成
3１
年
の
浜
田
開
府
四
百
年
に
向
け
、
関

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
２9
年
の
初
春
を
お
迎

え
に
な
り
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

浜
田
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
早
３
年
余
り
が
過

ぎ
、本
任
期
の
最
後
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、「
産
業

振
興
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
」、

「
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
」、「
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
重
点
政
策

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
安
倍
政
権
の
下
、
地
方
創
生
の
更
な
る

推
進
に
よ
る
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
本

格
的
な
取
組
が
進
む
中
、
平
成
２８
年
度
か
ら
は
新
た

に
策
定
し
た
「
第
２
次
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
」
に

基
づ
き
、「
住
み
た
い　

住
ん
で
よ
か
っ
た　

魅
力

い
っ
ぱ
い　

元
気
な
浜
田　

～
豊
か
な
自
然
、
温
か

い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～
」
の
実
現

に
向
け
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

連
事
業
や
浜
田
城
周
辺
整
備
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
浜
田
の
モ
ノ
を
買
お
う
！
浜
田
を
応
援

し
よ
う
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
内
の
経
済
循
環
に
よ

り
地
元
の
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１２
月
に
は
、
山
陰
道
浜
田
・
三
隅
道
路
が
全
線
開

通
し
ま
し
た
。
平
成
２9
年
度
は
、
浜
田
港
に
直
結
す

る
臨
港
道
路
福
井
４
号
線
も
開
通
し
ま
す
。
さ
ら
に

三
隅
・
益
田
道
路
、
未
事
業
化
区
間
の
萩
ま
で
つ
な

が
る
よ
う
、
山
陰
道
の
早
期
完
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

本
年
は
市
長
任
期
の
集
大
成
の
年
と
し
て
、
各
種

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
国
が
策
定
し
た
「
浜
田
地
区
高
度
衛
生
管
理
基
本

計
画
」に
基
づ
き
荷
さ
ば
き
所
の
詳
細
設
計
を
行
い
、

平
成
２9
年
度
中
の
着
工
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
瀬

戸
ケ
島
埋
立
地
の
活
用
も
含
め
浜
田
漁
港
エ
リ
ア
の

活
性
化
を
図
り
、
水
産
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

浜
田
市
が
県
西
部
の
中
核
都
市
と
し
て
更
な
る
飛

躍
を
遂
げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ひ
と
つ
で
も
多
く
の

明
る
い
話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、「
元
気
な
浜
田

づ
く
り
」
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

浜
田
市
議
会
議
長

　西
田 

清
久

浜
田
市
長

　久
保
田 

章
市

新
年
の
あ
い
さ
つ
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６
月
６
日　

夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
に
「
夢
街
道
〝
浜
田
城･･･

江
戸
か
ら
明
治
へ

の
み
ち
〟」
が
認
定

１0
日　

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
浜
田
が
完
成
し
風
力
発
電
機
２9
基
が
運
転
開
始

１８
日　

美
又
温
泉
街
に
足
湯
と
石
畳
が
完
成
…
（
写
真
⑪
）

２7
日　

一
般
県
道
黒
沢
安
城
浜
田
線
（
第
二
浜
田
ダ
ム
付
替
県
道
）
が
開
通

７
月
１
日　

全
国
初
と
な
る
車
で
巡
回
す
る
移
動
期
日
前
投
票
所
の
運
用
開
始

（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
）
…
（
写
真
⑨
）

敬
老
乗
車
券
を
全
市
で
本
格
実
施

元
競
泳
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
千
葉
す
ず
さ
ん
を
浜
田
PR
大
使
に
委
嘱

（
８
月
４
日
一
日
消
防
長
委
嘱
）
…
（
写
真
⑤
）

２
日　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
和
紙
：
日
本
の
手
漉
和
紙
技
術
」
第
１

回
和
紙
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

８
日　

海
上
自
衛
隊
練
習
艦
「
や
ま
ゆ
き
」
が
浜
田
港
に
寄
港

１８
日　

Ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｄ
ａ
マ
リ
ン
郷
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施　

８
月
２
日　

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大
会
が
開
催

…
（
写
真
①
）

３
日　

県
西
部
初
「
竹
島
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展
」
が
開
催

１6
日　

沖
合
底
び
き
網
漁
業
「
沖
獲
れ
一
番
」
ブ
ラ
ン
ド
取
組
が
開
始

２0
日　

教
育
の
魅
力
化
に
向
け
た
中
高
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

２８
日　

浜
田
市
体
育
協
会
合
併
１0
周
年
記
念
星
野
仙
一
講
演
会
を
開
催

２9
日　

島
根
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
浜
田
支
部
と
高
齢
者
等
見
守
り
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

９
月
２6
日　

㈱
松
永
牧
場
が
三
隅
町
に
新
酪
農
牧
場
の
建
設
を
決
定　

１0
月
１
日　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

一
般
社
団
法
人
奥
島
根
弥
栄
が
ブ
ラ
ン
ド
米
「
秘
境
奥
島
根
弥
栄
」

を
販
売
開
始

第
二
浜
田
ダ
ム
が
運
用
開
始
（
８
月
本
体
工
事
完
成
）
…
（
写
真
⑫
）

１6
日　
「
浜
田
の
モ
ノ
を
買
お
う
！
浜
田
を
応
援
し
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
」
開
始

２7
日　

浜
田
港
福
井
埠
頭
に
、
新
た
に
浜
田
港
運
㈱
福
井
倉
庫
が
竣
工

２８
日　

み
ど
り
か
い
か
ん
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

3１
日　

弥
栄
小
学
校
体
育
館
が
竣
工

１１
月
５
日　

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
が
開
館
２0
周
年
記
念
式
典
を
開
催

１4
日　

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業
協
会
と
下
水
管
路
災
害
復
旧
の
支
援
協
定

を
締
結

１２
月
１８
日　

山
陰
道
浜
田
・
三
隅
道
路
（
西
村
～
石
見
三
隅
）
が
開
通(

全
線
開
通
）

…
（
写
真
⑥
）

　

月
日　
　
　
　
　
　
　

主
な
で
き
ご
と

１
月
３
日　

浜
田
市
成
人
式
を
５
自
治
区
統
一
で
開
催

１0
日　

浜
田
市
消
防
出
初
式
を
５
自
治
区
統
一
で
開
催

１6
日　

故
石
本
正
先
生
を
偲
ぶ
会
を
開
催
…
（
写
真
④
）

浜
田
の
お
餅
ふ
る
ま
い
隊
が
結
成

２3
日　

１
月
２3
日
か
ら
の
寒
波
の
影
響
に
よ
り
、
市
全
体
の
約
70
％
に
当
た

る
約
１
万
９
千
世
帯
で
断
水
し
、
陸
上
自
衛
隊
や
他
市
か
ら
給
水
活

動
の
災
害
派
遣
を
受
け
る

２9
日　

セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン
㈱
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
段
ボ
ー
ル
製
品
の
調

達
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

２
月
２7
日　

浜
田
港
が
港
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
施
設
「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
県
内
初
の
登
録

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
第
１
回
山
陰
浜
田
港
マ
リ

ン
大
橋
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
…
（
写
真
③
）

２9
日　

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
金
城
太
陽
光
発
電
所
が
完
成
し
運
転
開
始

３
月
７
日　

新
浜
田
警
察
署
・
警
察
本
部
西
部
庁
舎
が
完
成
し
業
務
開
始
…
（
写

真
⑦
）

１3
日　

石
見
公
民
館
細
谷
分
館
が
竣
工

１4
日　

旭
温
泉
水
有
効
活
用
事
業
に
「
ス
ッ
ポ
ン
の
飼
育
・
養
殖
」
を
決
定

１7
日　

㈱
エ
コ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
島
根
県
立
地
計
画
認
定
書
交
付
及
び
覚
書

を
調
印

3１
日　

平
成
２7
年
度
浜
田
市
ふ
る
さ
と
寄
附
に
全
国
か
ら
２0
億
９
３
５
７
万

３
３
１
６
円
が
寄
せ
ら
れ
た

４
月
１
日　

今
市
小
学
校
が
閉
校
し
、
旭
小
学
校
が
開
校
（
３
月
５
日
竣
工
）

２
日　

三
重
県
松
阪
市
と
「
駅
鈴
で
結
ぶ
浜
田
市
・
松
阪
市 

観
光
・
文
化

交
流
協
定
」
を
締
結
…
（
写
真
②
）

７
日　

三
隅
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

１5
日　

中
央
図
書
館
が
平
成
２5
年
８
月
の
開
館
以
来
、
来
館
者
50
万
人
達
成

５
月
２
日　

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
が
浜
田
港
に
寄
港

１２
日　

浜
田
養
護
学
校
新
校
舎
が
竣
工

８
日　

弥
栄
町
野
坂
新
嘗
祭
献
穀
御
田
植
式（
９
月
４
日
御
抜
穂
式
）…（
写

真
⑩
）

２3
日　

水
産
庁
が
浜
田
漁
港
高
度
衛
生
管
理
基
本
計
画
を
策
定

２9
日　

旭
小
学
校
で
土
俵
開
き
を
開
催
し
武
蔵
川
親
方
（
第
６７
代
横
綱
武
蔵

丸
）
が
来
校
…
（
写
真
⑧
）

（写真⑤）元競泳オリンピック選手千葉すずさんを浜田ＰＲ大使
に委嘱

（写真⑥）山陰道浜田・三隅道路（西村～石見三隅）が開通

（写真①）全国高等学校総合体育大会体操競技大会が開催

（写真④）故石本正先生を偲ぶ会開催 （写真③）第１回山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン開催 （写真②）三重県松阪市と「駅鈴で結ぶ浜田市・松阪市観光・
文化交流協定」を締結

（写真⑨）全国初となる移動期日前投票所を
運用

（写真⑪）美又温泉街に足湯と石畳舗装が完成 （写真⑩）弥栄町野坂新嘗祭献穀御田植式 （写真⑧）旭小学校土俵開きを開催し武蔵川
親方が来校

（写真⑦）新浜田警察署・警察本部西部庁舎 
で業務開始

（写真⑫）第二浜田ダム完成

平成28年
主なできごと浜田市の
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コース図

瀬戸ケ島

浜田漁港

マリン大橋

１月１１日　吉丘佳介さん（三隅町）がNHKのど自慢チャンピ
オン大会で優秀賞を受賞…（写真①）

３月２日　やさか共同農場が環境保全型農業推進コンクールで
農林水産大臣賞を受賞

３月４日　夢の音村「森の公民館」（サウンドファイブ夢の音会）
がオーライ！ニッポン大賞 グランプリ（内閣総理
大臣賞）を受賞

３月１１日　ふるさと弥栄振興公社のどぶろく「弥
い や

盛
し ろ

（白）」が
全国どぶろく研究大会㏌上越 濃芳醇の部で最優秀
賞を受賞

３月１3日　フットサルチームペスカドーラ町田所属の金山友紀
選手（浜田市出身）が全日本フットサル選手権大会
で大会MVPを受賞…（写真②）

３月２0日　キックボクサー寺戸伸近選手（三隅町出身）が第５
代Krush（クラッシュ）-55kg王座獲得（9月30日
初防衛）…（写真③）

４月１3日　今市小学校が公益財団法人日本さくらの会平成２８年
度「さくら功労者」表彰を受賞

８月２0日　三浦元暉さん（三隅小学校６年）が201６Ｂ＆Ｇ全国
ジュニア水泳競技大会小学生５・６年生男子50m自
由形で第１位…（写真④）

８月２6日　上府真人さん（松原小学校５年）が全国ＪＯＣジュ
ニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会10才以下
男子50ｍ平泳ぎで第３位…（写真⑤）

１0月８日　旭小学校緑の少年団が全国緑の少年団活動発表大会
でみどりの奨励賞（国土緑化推進機構理事長賞）を
受賞…（写真⑥）

１0月５日　和田毅投手（浜田高校出身）がパシフィック・リー
グ勝率第１位投手賞・最多勝利投手賞を受賞

１0月30日　藤野廉さん（浜田ろう学校高等部３年）が全国聾学
校卓球大会男子個人戦で準優勝…（写真⑦）

しまねお魚センター前からマリン大橋を渡り瀬戸
ケ島で折り返して往復する約３㎞のコースを、チー
ムリレーするマラソンです。

チームで１4往復する4２キロリレーコースと、７往
復する２１キロリレーコースがあります。メンバー１
人が複数往復することもできます。１チーム最低５
人から１4人まで参加できます。皆さんの参加をお待
ちしています。

大会スケジュール（変更になる場合があります）
 9：30　受付開始
１１：00　オープニングセレモニー
１１：30　4２キロリレーコーススタート
１１：40　２１キロリレーコーススタート
１5：00　表彰式
１6：30　競技終了

参加料
大人　１人3,500円
学生　１人２,500円
（大学生・専門学校生・高校生以下）
※　参加料には、保険料・リレーマラソン記念フェ

イスタオル・完走証（１チームごとに１枚）・
参加賞の浜田名物「赤天」を含みます。

申込方法　
インターネットによる申込み（締切日　２月12日㈰）

　　※　ランネットの会員登録（無料）が必要です。

郵便振替用紙による申込み　（締切日　２月17日㈮）
市役所本庁・各支所・観光協会などにあるチラシ

に添付されている郵便振替用紙に必要事項を記入の
上、申し込んでください。

コースと部門
42キロリレーコース

（約３㎞×１4往復＝4２.１95㎞、１チーム５～ １4人）
部門名 詳細 募集数

企業対抗部門 同じ企業・職場で構成。年齢・男女を問わない。 60チーム
男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。  40チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。  ２0チーム

合計 １２0チーム
21キロリレーコース

（約３㎞×７往復＝２１.0975㎞、１チーム５～７人）
部門名 詳細 募集数

男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。  30チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。  １0チーム
女性部門 女性のみで構成。年齢を問わない。  １0チーム
シニア部門 全員の年齢が60歳以上  ２0チーム
仮装部門 全員が仮装する。年齢・男女を問わない。 １0チーム

合計  ８0チーム
※　申込みは先着です。状況によって募集数を変更する場
合があります。

※　表彰は、総合部門第１位～６位と各部門第１位～３位
のチームに行うほか、特別賞があります。

【問い合わせ先】　
　大会に関するお問い合わせ

　本庁観光交流課内　山陰浜田港マリン大橋　
　リレーマラソン実行委員会事務局
　（☎�９５３１）

　申込みに関する問い合わせ
　㈲Plus value（申込受付受託事業者）
　（☎０８５２�２８４４）

ランネット マリン大橋

（写真①）ＮＨＫのど自慢チャンピオン大
会で優秀賞を受賞した𠮷丘佳介
さん

（写真④）Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技
大会で第１位の三浦元暉さん

（写真③）第５代Krush-55㎏王座を獲
得・防衛した寺戸伸近選手

（写真②）全日本フットサル選手権大会
で大会ＭＶＰを受賞した金山
友紀選手

全国で活躍された
皆さんを紹介します

（写真⑤）全国ＪＯＣジュニアオリン
ピックカップ夏季水泳競技大
会で第３位の上府真人さん

（写真⑦）全国聾学校卓球大会男子個人
戦で準優勝の藤野廉さん

（写真⑥）みどりの奨励賞を受賞した旭
小学校の児童たち
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市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ
て
、
市
役
所

や
市
の
施
設
で
働
く
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱

託
職
員
な
ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
臨
時
・
非

常
勤
職
員
を
要
す
る
事
業
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

原
則
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

※　

平
成
２9
年
４
月
１
日
か
ら
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
２
月
頃
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ

募
集
し
ま
す
。

対
象　
１８
歳
以
上
の
人
（
平
成
２9
年
４
月
１
日

時
点
で
高
校
生
は
不
可
、
定
時
制
は
除
く
）

職
種　
主
な
職
種
、
必
要
な
資
格
及
び
賃
金
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
表
に
な
い
職

種
も
業
務
の
必
要
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

任
用
期
間　
業
務
の
必
要
に
応
じ
た
期
間
で

６
か
月
以
内
（
必
要
な
場
合
は
更
新
）

登
録
制
度
（
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど
）

　

年
度
途
中
に
臨
時
職
員
を
任
用
す
る
場
合

で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
募
集
に
応
募
が
な

か
っ
た
場
合
や
緊
急
を
要
す
る
場
合
（
お
お

む
ね
１
週
間
以
内
）
な
ど
に
は
、
以
下
の
登

録
制
度
に
よ
り
、
事
前
に
登
録
名
簿
に
登
載

し
た
人
の
中
か
ら
、
面
接
試
験
な
ど
に
よ
り

選
考
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間　
年
度
末
（
３
月
3１
日
）
ま
で

※　

こ
の
登
録
は
年
度
ご
と
に
行
い
ま
す
の

で
、平
成
２８
年
度
に
登
録
し
て
い
る
人
も
、

平
成
２9
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合

は
、
新
た
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
方
法　
指
定
の
平
成
２9
年
度
浜
田
市
臨

時
職
員
登
録
申
込
書
（
履
歴
書
）、
又
は

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

市
役
所
本
庁
３
階
人
事
課
ま
で
持
参
又
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

指
定
の
申
込
書
は
、
本
庁
人
事
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項　
こ
の
登
録
は
採
用
を
保
障
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
人
事
課
人
事
係

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
１
３
１
）】　

職種
必要な資格など

賃金（平成２８年度実績）

事務員
Word・Excelが使用可能

臨時：日額 6,８70円

看護師
看護師免許

臨時：日額 7,3１0円

保健師
保健師免許

臨時：日額 7,８60円

用務員
資格は問いません

臨時：日額 6,970円

勤
務
時
間　
臨
時
職
員　

週
５
日
以
内
、
１
日

７
時
間
45
分

※　

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職
種
・
勤
務
場

所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

勤
務
場
所　
市
役
所
本
庁
又
は
各
支
所
、
学
校

な
ど
の
出
先
職
場

※　メールの場合は、件名を「浜田市住宅マス
タープラン（案）に係る意見」とし、指定の
様式を添付して送信してください。

※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります。市ホー

ムページからダウンロードもできます。
提出・問い合わせ先

本庁建築住宅課建築係【〒６９７‐８５０１
殿町１番地(☎�９６３１・▢FAX�０９００）】

Email：kenchiku@city.hamada.shimane.jp

　市では、次の案件について、広く皆さんから
の意見を募集します。
浜田市住宅マスタープラン(案)
募集・閲覧期間　１月１0日㈫～２月９日㈭
閲覧場所
・市役所本庁東分庁舎建築住宅課
・各支所産業建設課
・各市立図書館
※　市ホームページでも閲覧できます。
提出方法　指定の様式に必要事項を記入の上、

直接又は郵送・ＦＡＸ・メールで提出してく
ださい。

※　意見を郵送で提出する場合は、募集締切日
必着です。

※　電話や口頭での意見、氏名・住所が明記さ
れていない意見は受付できません。

　平成２7年１0月１日を基準日とした平成２7年国
勢調査の実施にご協力いただき、ありがとうご
ざいました。
　この全国一斉に行われた国勢調査において、
浜田市の人口は5８,１05人、世帯数は２4,49８世帯
となり、5年前に実施した平成２２年国勢調査と
比べ、人口は3,60８人減少、世帯数は474世帯減
少しました。

　また、自治区別にみると、どの自治区におい
ても約４％から１3％の人口減少がみられまし
た。なお、旭自治区においては、島根あさひ社

問い合わせ先　本庁情報政策課統計企画係（☎�９１２０）

国勢調査結果【自治区別人口・世帯数の推移】

自治区 平成2７年国勢調査 平成２２年国勢調査 増減
人口（人） 世帯数（世帯） 人口（人） 世帯数（世帯）人口増減（人）増減率（％）世帯増減（世帯）

浜田市 58,105　 2４,４９8 6１,7１3 ２4,97２ ▲ 3,60８ ▲ 5.８ ▲474

浜田 ４1,７７７　 18,3９９ 43,905 １８,5８4 ▲ ２,１２８ ▲ 4.８ ▲１８5

金城 ４,４2６ 1,６４1 4,6２２ １,704 ▲ １96 ▲ 4.２ ▲63

旭 ４,2４3 1,215 4,８８８ １,3１4 ▲ 645 ▲１3.２ ▲99

弥栄 1,3４3 531 １,494 59１ ▲ １5１ ▲１0.１ ▲60

三隅 ６,31６ 2,７12 6,８04 ２,779 ▲ 4８８ ▲ 7.２ ▲67

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
・

経
済
セ
ン
サ
ス
な
ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
統
計
調
査
員
を
随

時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
統
計
調
査
員

と
し
て
登
録
し
、
統
計
調
査
実
施
の
際
に
改
め
て
市
か

ら
依
頼
を
し
、
了
承
を
得
た
上
で
調
査
に
従
事
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※　

登
録
さ
れ
た
人
に
、
毎
回
仕
事
を
お
願
い
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回
収 

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整
理
・
提
出 

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
の
な
い

２0
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で
き
る
人

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護
に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴
力
団
員
と
密
接
な

関
係
が
な
い
人

報
酬
な
ど　
調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
、
国
で
定
め
た

報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分　
実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た

だ
く
場
合
に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約
２
か
月
間
）、

国
や
県
か
ら
任
命
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り

ま
す
。

応
募
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
日
、

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

会復帰促進センターの入
所者が約300人減少した
ことにより、１3.２%の減
少となっています。

平
成
29
年
度
の
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す

浜田市の住宅施策に関する
パブリックコメントを募集します

平成2７年10月１日現在の
浜田市の人口は５８，１０５人、世帯数は２４，４９８世帯でした。

平成27年国勢調査

浜田市の人口・世帯数（確定値）を公表します
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【
標
語
の
部
】

優
秀
賞

・　

思
い
や
り　

尖
っ
た
心
が　

丸
く
な
る

松
原
町　
　

吉
永　

公
子

・　

良
き
理
解
者
に　

な
れ
る
と

い
い
な　

自
分
か
ら　

長
沢
町　
　

沖
田　

靖
子

・　

そ
れ
ぞ
れ
が　

居
場
所
で
光

る　

お
も
い
や
り

浅
井
町　
　

野
村　

俊
夫

・　

そ
の
こ
と
ば　

言
わ
れ
た
立

場
で　

聞
け
ま
す
か

熱
田
町　
　

日
原　
　

隆

石
見
小
６
年　
　

永
見　

和
花

長
浜
小
６
年　
　

下
間　

天
暉

長
浜
小
６
年　
　

中
山　

空
良

【
作
文
の
部
（
中
学
校
）】

最
優
秀
賞

三
隅
中
１
年　
　

森
井　

美
於

優
秀
賞

第
二
中
１
年　
　

西
坂　

春
花

第
三
中
２
年　
　

美
浦
穂
乃
栞

第
四
中
２
年　
　

田
尾　

美
里

浜
田
東
中
１
年　

山
﨑　
　

祭

金
城
中
３
年　
　

大
野　

璃
乃

旭
中
１
年　
　
　

青
葉　

柊
人

三
隅
中
２
年　
　

三
浦　

陽
太

三
隅
中
３
年　
　

玉
井　

玲
菜

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

最
優
秀
賞

三
隅
中
１
年　
　

松
本　

望
夢

優
秀
賞

第
三
中
２
年　
　

河
野　

彩
奈

第
三
中
２
年　
　

小
川　

果
鈴

第
三
中
３
年　
　

河
野　

心
和

第
四
中
３
年　
　

岡
村　

大
夢

浜
田
東
中
２
年　

東　
　

優
輝

金
城
中
１
年　
　

岡
田　
　

泉

金
城
中
２
年　
　

宮
本　

紅
麗

三
隅
中
３
年　
　

小
松　

桜
子

三
隅
中
３
年　
　

竹
森　

姫
菜

【
作
文
の
部
（
小
学
校
）】

最
優
秀
賞

三
隅
小
６
年　
　

佐
々
木
美
咲

優
秀
賞

原
井
小
５
年　
　

小
谷　

燕
士

松
原
小
６
年　
　

西
田　

優
真

松
原
小
６
年　
　

岡
田　

瑞
希

松
原
小
６
年　
　

田
村　

碧
唯

石
見
小
６
年　
　

中
谷　

双
若

平
成
28
年
度
　浜
田
市
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
決
ま
る

　

ま
た
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
次
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し

た
（
浜
田
市
分
抜
粋
）。

※　

次
の
入
賞
作
品
は
、
今
回
の

展
示
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
中
学
校
の
部
】

入
選金

城
中
１
年　
　

渡
邉　

千
紗

佳
作浜

田
東
中
１
年　

三
島　

悠
生

奨
励
賞

第
三
中
３
年　

 

希
望
に
よ
り
氏
名
の

　
　
　
　
　
　

 

掲
載
は
控
え
ま
す　

第
四
中
２
年　
　

榊
原
な
つ
み

　

祖
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と（

中
学
校
の
部
よ
り
）

「
認
知
症
の
人
っ
て
ボ
ケ
る
ん
で
し
ょ
？
」

私
は
こ
の
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、
心
に
穴
が
開
い
た
気
が

し
ま
す
。
こ
の
穴
は
一
生
埋
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

私
の
祖
母
は
、
認
知
症
の
中
で
、
一
番
発
症
す
る
人
が
多

い
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を

患
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
認
知
症
で
す
か
ら
、

記
憶
障
が
い
や
、
判
断
力
の
低
下
な
ど
も
起
き
て
き
ま
す
。

私
の
祖
母
も
、
会
話
が
き
ち
ん
と
成
立
し
な
か
っ
た
り
、
何

度
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
祖
母
を
介
護
す
る
母
は
と
て
も
大
変
そ
う
で
す
。
私

は
認
知
症
と
は
、
人
の
言
っ
た
こ
と
な
ど
を
き
ち
ん
と
認
識

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
う
い

う
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
祖
母
が
祖
母
で
な
く
な
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
「
ボ
ケ
る
」
と
い

う
言
葉
を
聞
く
と
、
い
つ
も
私
の
祖
母
の
こ
と
を
言
わ
れ
て

い
る
気
が
し
て
、
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

そ
の
上
、
私
の
祖
母
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
も
患
っ
て
い
る

た
め
、
動
い
て
い
な
い
時
は
手
足
が
ふ
る
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
動
き
が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
祖
母
に
、
母
は
つ
い
大
き
な
声
を
あ
げ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
母
の
気
持
ち
も
わ
か
る
の
で
、
私

は
よ
け
い
に
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
昔
、
祖
母
が
元

気
だ
っ
た
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
今
の
よ
う
な
感
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
い
っ

し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
し
て
く
れ
た
祖
母
は
、
私
に
と
っ
て
今
も
す
ご
く
大

気
な
状
態
と
は
違
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
私
は
、「
変
な

人
」
な
ど
と
は
思
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
私

は
、
祖
母
を
変
な
人
、
嫌
な
人
な
ど
と
は
一
度
も
思
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
祖
母
と
の
生
活
を
通
し
て
人
と

の
つ
き
合
い
は
、
人
生
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
だ
と
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

人
と
上
手
に
つ
き
合
う
た
め
に
私
が
、
祖
母
だ
け
で
な
く

お
年
寄
り
と
話
を
す
る
時
に
い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
き
な
声
を
出
さ
な
い
、
怒
ら
な
い
、

同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
き
返
さ
な
い
と
い
う
三
つ
で
す
。
例

え
ば
、
会
話
が
成
立
し
に
く
い
人
だ
っ
た
ら
、
き
ち
ん
と
最

後
ま
で
聞
く
、
質
問
し
た
こ
と
と
違
っ
て
い
て
も
怒
ら
な
い

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
自
分
と
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

そ
の
人
の
個
性
と
認
め
る
上
で
、
こ
の
三
つ
が
私
は
一
番
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
に
限
ら
ず
、
私
達
中
学
生
だ
っ
て
み
ん
な
少
し

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
自
分
と
相
手
が

違
っ
て
い
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
相

手
と
自
分
の
性
格
の
違
い
で
喧
嘩
し
て
し
ま
い
、
後
悔
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
ひ
ど
い
こ
と
を
言
い
、
自
分
の

意
見
だ
け
主
張
し
す
ぎ
て
、
軽
い
言
い
合
い
か
ら
、
毎
日
傷

つ
け
合
う
日
々
が
約
一
ヶ
月
続
き
ま
し
た
。
原
因
は
、
そ
の

人
の
個
性
と
向
き
合
え
な
か
っ
た
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

人
へ
の
直
接
的
な
態
度
も
大
切
で
す
が
、
そ
の
人
へ
の
気

持
ち
が
よ
り
大
切
だ
と
祖
母
が
教
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。
気
持
ち
は
態
度
に
出
る
。
私
は
そ
う
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
一
人
一
人
に
真
心
で
接
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※　

文
章
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

切
な
存
在
だ
し
、
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
、
母
が
大
き
な
声

を
出
し
て
い
る
の
を
聞
く
と
、
以
前
の
祖
母
と
今
の
祖
母
の

違
い
を
、
強
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
「
ボ
ケ
」
と

い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
の
祖
母
に

つ
い
て
悪
く
言
わ
れ
た
気
分
に
な
り
、
と
て
も
悲
し
い
の
で

す
。
た
と
え
私
が
言
わ
れ
な
く
て
も
他
の
人
で
い
や
な
思
い

を
す
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

○
○
さ
ん
の
前
で
言
わ
な
か
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
病
気
の
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
そ
の
も
の

が
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
以
前
、
会
話
を
し
て
い
る
時
、

友
達
が
、「
病
気
の
人
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
、
変
な
人
」
と

言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
ま
だ
祖
母
も
今
の
よ
う
な
状
態
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
私
も
そ
こ
ま
で
シ
ョ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
会
話
に
少
し
疑
問
を
持
っ
た
か
ら
こ

の
会
話
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
病
気
の
人
っ
て
変

な
の
だ
ろ
う
か
、
い
や
変
で
は
な
い
と
、
自
分
の
中
で
迷
い

な
が
ら
答
え
を
出
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
今
年
七
月

に
起
き
た
事
件
で
す
。
病
気
の
人
を
変
だ
と
思
う
、つ
ま
り
、

偏
見
を
持
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
命
を

う
ば
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悲
惨
な
事
件
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
新
聞
で
事
件
に
つ
い
て
知
り

ま
し
た
。
も
の
す
ご
く
悲
し
か
っ
た
で
す
。
障
が
い
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
命
を
う
ば
っ
て
も
い
い
理
由
に
は
決
し
て
な

り
ま
せ
ん
。
簡
単
に
何
人
も
の
命
を
う
ば
う
な
ん
て
、
障
が

い
者
に
対
す
る
気
持
ち
が
ひ
ど
す
ぎ
て
心
が
つ
ぶ
れ
そ
う
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
容
疑
者
と
同
じ
人
間
で
す
か
ら
完
全
に
公
平
な
見
方

が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
自
分

が
一
方
的
な
見
方
や
考
え
方
を
し
て
い
な
い
か
と
考
え
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
病
気
や
障
が
い
の
せ
い
で
、
元

浜
田
市
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
　人
権
作
文
の
部
か
ら

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー　
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活
用
す
る
た
め
、
小
・
中
学
校
、
一
般

の
皆
さ
ん
か
ら
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
、
た
く
さ
ん
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
が
、
審
査
の
結
果
3２
作
品
を
入

賞
作
品
と
し
て
選
出
し
、
１２
月
２１
日
㈬
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
１
月
１２
日
㈭
正
午
ま
で
市
役
所
本
庁
１
階

市
民
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
作
品
と
中
学
校
ポ
ス
タ
ー

の
全
応
募
作
品
を
、
１
月
１4
日
㈯
か
ら
２２
日
㈰
ま
で
、
世
界
こ
ど
も
美

術
館
１
階
創
作
室
前
廊
下
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
作
品
は
、
人
権
作
品
集
「
共
に
生
き
る
」
に
ま
と
め
て
発
刊
す

る
ほ
か
、
今
後
の
啓
発
事
業
に
も
活
用
し
ま
す
。
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

○
島
根
県
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～
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地
域
の
身
近
な
相
談
役

～
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
～

　

平
成
２８
年
１２
月
１
日
か
ら
平
成

3１
年
１１
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な

り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と

行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
を
担
う
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
（
定
数
１
７
５
人
）、
主
任

児
童
委
員
（
定
数
２0
人
）
の
一
斉

改
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
紹
介
、
行
政
や

専
門
機
関
と
の
調
整
を
行
い
ま
す

の
で
、
生
活
に
関
す
る
お
困
り
ご

と
は
、
各
委
員
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民

生
委
員
法
・
児
童
福
祉
法
に
定
め

ら
れ
て
お
り
、
民
生
委
員
が
児
童

委
員
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
を
見
守
り
相
談

に
応
じ
る
こ
と
で
、
地
域
福
祉
の

推
進
を
担
う
と
と
も
に
、
行
政
機

関
の
業
務
に
対
し
て
も
協
力
し
て

い
ま
す
。

地区 氏名 担当地区

石
見

佐々木寛治 三階町（１・２・３町内）

横 山 光 登 三階町（４・５・６・７町内）・
内村町（十文字原町内）

河 上 昭 二 長見町（１・３町内）
栗 原 和 登 長見町（２町内）
岡 本 正 次 後野町（１・２・３・４町内）
長谷川邦博 後野町（５・６・７・８町内）
原田テルコ 佐野町（全域）
原 田 明 美 宇津井町（全域）

長
浜

植 野 修 行 熱田町（１・２・３町内）
（ 人 選 中 ）熱田町（４・５町内）・長浜町（９・１0町内）
大 川 正 人 熱田町（６町内・７町内の半分）
澁谷貴美子 熱田町（７町内の半分、８町内の半分）
牛 尾　 充 熱田町（８町内の半分・９・１0 町内）
大久保耕治 熱田町（１１ 町内）
山 本 剛 志 熱田町（１２・１3 町内）
盆子原孝雄 熱田町（１4 町内）
八重美枝子 長浜町（１・２町内）
山野美代子 長浜町（３・４・５町内）
新井実代子 長浜町（６・７・８-３・８-４町内）
田 中 啓 信 長浜町（８-１・８-２町内）

周
布

佐々木寛子 日脚町（１・２・３町内）
松 浦 三 男 日脚町（４・５・６町内）
村井栄美子 日脚町（７・８・９町内）
原 田　 豊 周布町（１町内）
小 川 美 枝 周布町（２・３・４・６町内）
小峪由美子 津摩町（全域）
佐 々 木　 亨 治和町（１・４・５町内）
山田美代惠 治和町（２・３・６町内）・周布町（５町内 )
前 田 正 典 穂出町（和田町内）・吉地町（全域）
大 垰　 学 西村町（大谷町内）
竹 本 和 彦 西村町（力石東・力石西・陽光台町内）
原 田 悦 子 折居町（全域）・西村町（１・２町内）

美
川

平 野 公 望 内田町（上内田・中内田・奥猪伏・
前猪伏・後面町内）

藤 井　 裕 内田町（下内田１・下内田２・下内田３町内）
勝 田 敏 子 内村町（本郷上・本郷中町内）
沖原千恵美 内村町（本郷下町内）
大谷千枝子 田橋町（全域）
三 浦 勝 志 内村町（牛谷町内）・穂出町（中場町内）

中 村 勝 江 鍋石町（全域）・櫟田原町　（全域）・
井野町（羽原町内）

岩 井 登 美 横山町（全域）
三 浦 幸 子 内村町（一の瀬・松羽町内）

国
府

大 﨑 直 子 下有福町（全域）
千 代 延 泰 大金町（全域）
佐々木美雪 宇野町（東・南町内）
佐々木友春 宇野町（大尾谷・西町内）
中 田 善 喜 上府町（上条・三重・久畑・天神町内）

地区 氏名 担当地区

浜
田

清 水 量 子 外ノ浦町（全域）
髙 脇 禮 子 松原町（１・２・３・４町内）
原 田 榮 一 松原町（５・６・７・８町内）
小 澤 孝 子 殿町（１・７・８町内）

（ 人 選 中 ）殿町（２・３・４・５・６町内）
吉田登代子 田町（全域）
寺 田　 悟 朝日町（１・２・３・９・１0 町内）
青 笹 紀 子 朝日町（４・５・６・７・８町内）
藤 川 卓 朗 琵琶町（全域）・牛市町（全域）
花 田 暁 美 紺屋町（全域）
福原ミユキ 新町（全域）・錦町（全域）
猪 口 裕 史 京町（全域）・栄町（全域）
前 本 征 生 高田町（全域）

（ 人 選 中 ）真光町（全域）・原町（全域）
磯 野 和 子 片庭町（全域）
中村たづる 港町（１・５町内）
扇畑百合子 港町（２・３・４町内）
池 田 勝 正 清水町（全域）
佐々木喜弘 蛭子町（全域）・天満町（全域）
井 田　 寛 瀬戸見町（全域）
石 本 克 子 大辻町（全域）
浜 崎　 豊 元浜町（１・２・３・４町内）
瓦 田 富 子 元浜町（５・６・７・８町内）
村 上 清 志 瀬戸ケ島町（全域）
市山多津子 原井町（全域）
笠 柄 正 道 笠柄町（全域）

石
見

三 浦 美 穗 生湯町（全域）
宮 村 孝 正 長沢町（１-１・１-２町内）
熊 谷 孝 志 長沢町（１-３・１-４・１-５町内）
川 神 聰 子 長沢町（２・４-２町内）
藤 田 晴 夫 長沢町（３・４-３・７・８町内）
金 子 葊 武 長沢町（４-１・５-１・５-２町内）
渡 部 泰 久 長沢町(６町内)・下府町(桜ヶ丘町内)

柴 田 圣 子 浅井町（１・２・３・銀天街町内）・
黒川町（７町内）

梨 田　 勝 浅井町（４-１・４-２町内）
小 林 寛 子 浅井町（５-１・５-２・５-３町内）
平野喜美江 浅井町（５-４・５-５・６町内）
髙 橋 邦 男 黒川町（１-１・１-２・１-４町内）
赤 城 恒 昭 黒川町（１-３・２・３町内）
伊 藤 義 弘 黒川町（５・６・８町内）
勝田美知子 黒川町（４町内）・高佐町（全域）
森 山 倫 子 相生町（２町内）
小木戸修司 相生町（３・４町内）
曽利早美枝 相生町（１町内）・河内町（全域）
和 田 和 子 杉戸町（全域）
牛 尾 武 夫 竹迫町（１・２・３町内）
後 藤 敏 雄 竹迫町（４・５町内）
曽 利 勝 凱 野原町（全域）

地区 氏名 担当地区

国
府

小 林 修 司 上府町（三宅・伊甘・山根郷町内）
寺本洋一郎 下府町（１・２・３町内）
沖 田 和 子 下府町（４・５・８町内）
小 原　 誠 下府町（６-１・６-２・７町内）
山 本　 稔 国分町（唐鐘１・２・３・１１ 町内 )
（ 人 選 中 ）国分町（唐鐘４・５・６・８町内）
田 野 博 夫 国分町（唐鐘７・９・１0 町内）
田 中 昌 昭 国分町（１・２・３町内）
山 崎　 晃 久代町（１・２町内）
吉 田 賢 子 久代町（３町内）・上府町（荒相町内）

金
城

西 川 美 高 久佐（宇栗・新生・浄光寺谷・小原谷）
益 岡　 豊 久佐（山根原・久佐郷・下久佐・東下久佐）

岩 﨑 輝 巳 久佐（上長屋）・宇津井（小松木）・
今福（元谷・今福・岩塚）

山 本 一 夫 今福（二タ村・小瀬原・久佐川・皆合）
藤 本 喬 士 追原（美又・追原郷・大元・福原）
勝 手 俊 美 追原（植松）・入野（新原・越沢・入野）
井 原 忠 範 上来原（大谷・東・西・下ノ原）
大 屋 光 子 下来原（今田・南・北の森）
藤 本 伸 宏 下来原（吉留・緑ヶ丘・上組・金田・下長屋）
山 口 澄 江 七条（若林・新開）
岩 野 康 彦 七条（小笹・希望ヶ丘・促進住宅）
横 田 昭 二 七条（元小笹・水上谷・伊木・青原）

澄 川 秋 代 波佐（若生・西谷上・亀谷原・新井屋原・
馬場・菅沢）

隅 田 哲 夫 波佐（弋手原・三栄・深笹上・深笹下・
後山 )

酒 井 憲 正 長田（東谷上・東谷下・登り谷・大井谷・
郷）

田 中 絹 江 小国（柚根・徳田上・徳田中・徳田下・
小国郷・田ノ原 )

旭

村 武 謙 司 坂本（全域）

松前日出子 今市（草ノ谷・神代屋・加古屋・森谷・
小谷城・新町）

吉 岡 哲 志 今市（福屋・下城・栄・旭ヶ丘）
（ 人 選 中 ）丸原（十門台・南高台）

　川マツコ 丸原（上城・丸原町・寺廻り・後谷・
御神本・高杉谷・岩地谷・柳・小場田）

新 田 光 子 木田 (木田１・木田２上・木田２下）・
山ノ内（山ノ内上）

樋 口 宮 子 木田（木田３・木田４）・山ノ内（山ノ内下）
藤 本 静 晴 木田（木田５・木田６・木田７・木田８）
木 村 豪 成 和田（全域）
小笠原順子 重富（全域）
馬場真由美 本郷（全域）
坂 根　 勳 都川（都川１・都川２）
寺 沢 法 順 都川（都川３・都川４）
佐々岡光宏 都川（都川５）
市 川 清 志 来尾（全域）・市木（平松）

地区 氏名 担当地区

旭 青 葉 秀 信 市木（中郡・早水・内ヶ原）
池田つた江 市木（貝崎・越木）

弥
栄

大 谷 重 信 稲代（全域）・長安本郷（寺組）
後 山 健 次 小坂（小坂・畑）・高内（西河内）
大谷十三一 門田（門田・青尾）・高内（日高）
小松原光典 栃木（全域）
德田マスヱ 長安本郷（宮組・本郷下）・三里（小角）
岡 本　 昇 大坪（全域）・程原（全域）・三里（横谷）
稲 垣 範 明 木都賀（塚の元・錦ヶ岡）
栗 栖 卓 三 木都賀（大斉）・野坂（全域）
河 平 和 則 木都賀（西の郷）
髙 田　 建 木都賀（仲三・下谷）
斎 藤 弘 子 木都賀（小熊・熊の山）・田野原（全域）

三
隅

齋 藤 福 美 岡見（西の谷・宮ヶ迫・床並・栃の木・
板ヶ峠）

野 上 秀 盛 岡見（岡見郷・東高縄・西高縄・
朝日ヶ丘・中山西・中山東）

小加本富子 岡見（青浦・須津１区・須津２区・須津３区・
須津４区・須津５区・須津６区）

永 田 陽 子 岡見（松原西・松原東）
新 田　 子 古市場（古湊西・古湊東・下古市）
山 田　 要 古市場（門殿・中組・上古市）
長 尾 百 合 湊浦（湊上町・湊下町・湊セド町）
岡山有美子 西河内（八曽・駅前・谷）
竹 村　 博 西河内（晴海台・福浦西・福浦東）
桑 原　 徹 折居（今浦・吉浦）
垰 畑 敏 明 東平原（東平原上・東平原下）
上 田 良 二 三隅（森溝上・森溝下・小野）
斎 藤 幹 男 三隅（海石・岡崎・鼓田）

田 中 秀 雄 三隅（三隅１区・三隅２区・三隅３区・
三隅４区）

樋口登志子 向野田（日の原・田原・海老谷・畑）
司 山 和 美 向野田（向野田１区・向野田２区）
髙 橋 富 子 矢原（矢原郷・松柄・大辻・梅の木原）

齋 藤 省 二 河内（鹿子谷・上河内・下河内・用田橋・
西方寺原）

（ 人 選 中 ）井川（黒沢４区）・下古和（黒沢５区・
黒沢６区）

奥　 靜 雄 下古和（黒沢７区）・上古和（全域）
西　 澄 隆 黒沢（黒沢１区・黒沢２区）
串 崎 紀 典 井野（周布地・大谷）
井 上 義 樹 井野（石浦・市場・久根郷・大口）
三 浦 幸 則 井野（上小原・下小原）
篠 原 眞 悟 井野（東下今明・西下今明・上今明）
田 代 忠 亮 井野（諸谷）・室谷（全域）
河野千代子 芦谷（全域）

主
任
児
童
委
員
と
は

　

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専

門
的
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
担
当

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

一
体
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

地区 氏名 担当地区

浜田 小笠原令子 浜田地区全域大 坂 祐 子

石見
肥   由美子

石見地区全域平 田 雅 子
江木眞由美

長浜 古 川 邦 道 長浜地区全域小 林 英 子

周布 米 谷 昌 子 周布地区全域岩 永 由 美
美川 牛 尾 幸 子 美川地区全域

地区 氏名 担当地区
美川 石 田 勝 則 美川地区全域

国府 河野佐代美 国府地区全域鎌 田 弘 美

金城 森 川 久 子 金城地区全域佐々岡礼子

旭 拝 上 理 恵 旭地区全域稲田美津子
弥栄 隅田惠里子 弥栄地区全域

三隅 三 上 良 匡 三隅地区全域金 本 妙 子

民生委員・児童委員民生委員・児童委員

主任児童委員

塚



市長日記元気な浜田をつくります （平成28年11月）
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第二浜田ダムが10月に運用を開始し、完
成セレモニーに出席しました
（11月１日）

浜田市世界こども美術館開館20周年記念式典を開催しました（11月５日）
島根県保育研究大会に出席しました
（11月５日）

グリーンフェスタはまだに出席しました
（11月12日）

浜田石見神楽社中連絡協議会の皆さんか

らアート·ミックス·ジャパン イン メキシ

コの参加の報告を受けました（11月22日）
一般社団法人奥島根弥栄設立お披露目式
に出席しました（11月27日）

平原柿まつりに出席しました（11月６日）

万灯山公園イルミネーション点灯式に出
席しました（11月23日）

法政大学とイノベーション・マネージメ
ント専攻学生のインターンシップの受入
について協定を締結しました（11月19日）

第５代Krush-55㎏王者寺戸伸近選手か
ら９月の初防衛の報告を受けました
（11月14日）

大分県日田市で開催された全国重要無形
文化財保持団体協議会総会に会長として
出席しました（11月10日）

過労死等防止対策推進シンポジウムに出
席しました（11月12日）

５年ぶりに好天のもと開催され、ステー
ジイベントやロードレース大会、農林産
物品評会、各種展示などが行われ会場は
にぎわいを見せていました。

　様々な展示や特産品の販売、多彩なステージイベントが行われました。また、
今年も長なわ跳びなどのスポーツイベントが開催され、約19,000人の来場で会場
は大いに盛り上がりました。

　地域まちづくり委員会や町内事業所による特
産品の販売や展示会、ステージイベントが行わ
れ、会場は大いに盛り上がりました。

あさひ子ども園児によるダンス自慢の逸品が集まる農産物の品評会

各団体が日頃の練習の成果を披露

←フィナーレは、やっぱり石見神楽
「大蛇」の上演

恒例の餅まき

自作の紙飛行機を飛ばす参加者

山崎ていじさんのライブ

息を合わせて長なわ跳びに挑戦

大にぎわいのお楽しみ抽選会

農産物販売会では目当ての野菜を購入

まちづくり委員会ブースでは、特産
品などを販売

←地域の皆さんの作品などが並
ぶ屋内ブース

秋のイベント大盛況（かなぎ・あさひ・みすみ編）
かなぎ

11月５日㈯・11月６日㈰
第28回さざんか祭り

（ふれあいジム・かなぎ）

みすみ
11月12日㈯・13日㈰

みすみフェスティバル
（三隅中央公園）

あさひ
11月13日㈰

旭ふる里まつり2016
（旭支所周辺ほか）
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案内板の除幕をする実行委員の皆さん

交互に技を決め競い合う

お手本を見せる下岡さん

行列のできる地元食材を使った手づくりピザ

熱心に話を聞く参加者

多目的スペースで行われたミニコンサート

教えてもらいながら自分だけの作品を作製

元気よくスタートする選手

　１１月30日㈬、周布地区案内板のお披露目が周布公民館で行わ
れました。これは、地区内外の人に周布の史跡・名所などのお
宝を知ってもらいたいと周布の協働のまちづくり実行委員会が
案内板を作製したものです。
　案内板には、周布古墳など代表的な史跡や名所などが写真付
きで表示されました。実行委員の皆さんは、「掲載するものを
選定し、意見をまとめるのが大変だった。無事に完成しうれし
い」と話していました。案内板は、周布公民館前など地区内３
か所に設置しています。

　１１月２6日㈯、島根県けん玉選手権大会が長浜公民館で行われ
ました。これは、けん玉の技術向上をとおして世代を超えた交
流を進めようと日本けん玉協会島根県支部が県内では初めて開
催しました。
　県内外から参加した46人は、実力に応じて４つのクラスに分
かれ技を競い合いました。決勝戦では、難しい技を次々と決め
白熱した戦いとなり、皆が固唾をのんで見守りました。また、
年齢に関係なくお互いに技を教え合い交流を楽しみました。

　１１月２4日㈭、しめ縄づくり講習会が白砂公民館で行われまし
た。この講習会は、しめ縄づくりを次の世代に伝えていける人
を増やすために白砂地区高齢者クラブ新生会が企画したもので
す。
　講習では、会長の下岡隆雄さんが、わらをなう方法や縁起物
の付け方を指導しました。受講者は、「先生に丁寧に教えても
らい最後にはきれいにしめ縄を作ることができました」と苦労
して作った完成品を見せながら、うれしそうに話していました。
出来上がった正月飾りは、地域の高齢者に配られました。

　１１月２0日㈰、井野地区農業祭り＆公民館展が井野公民館で行
われ、約２50人の来場がありました。
　会場では、農産物や地域の有志による地元食材を使った手づ
くりピザが販売され、屋外の特設ステージでは、栗のいが投げ
や○×クイズなどのゲームが行われました。また、館内では、
地域の人が作製した衣服や昆虫を模した竹細工、四季折々の井
野の風景を撮影した写真などが展示され、多くの人でにぎわい
ました。

　１１月１9日㈯、旭自治区人権講演会が旭中学校で開催され、旭
中学校の生徒や保護者、地域住民など約１00人が参加しました。
　当日は、元高校教員で退職後に講演活動を行っている中村清
志さんを講師に迎え、「いのちをこえるもの」と題して講演が
ありました。参加者は、講演を聴いた後、心に残った言葉など
についてグループ討議や発表を行い、講演を振り返りました。
一人ひとりが日常を振り返り、自分の行動を見直す良い機会に
なりました。

　１１月１7日㈭、金城町下来原のみどりかいかんのリニューアル
オープン見学会が開催され、35人が参加しました。この見学会
は、使いやすくなった雲城公民館を多くの人に知ってもらおう
と行われたものです。
　当日は、改修されたトイレ・エレベータや多目的スペースを
見学した後、地元で活動している「くもぎの玉ちゃん」による
ミニコンサートがありました。来館者は、「高齢者に配慮され
た施設になり、利用しやすくなった」などと話していました。

　１１月１6日㈬、ミニ機織機を使った手織り体験がやさか村ワタ
ブンアートファブリックで行われました。これは、地域の体験
プログラムを集めた期間限定遊びイベント「いわみん」の中の
一つとして開催されたものです。
　参加者は、ベテランスタッフに丁寧に指導してもらいながら、
オリジナルのランチョンマットを作りました。50色ある糸の中
から自分の好きな色を選び、機織機でトントンと音を立てなが
ら、世界に一つだけのすてきな作品を織り上げました。

　１１月１3日㈰、旭ロードレース大会が旭公園市民体育館周辺の
市道や広域農道をコースとして開催されました。この大会は、
走ることを通じて体力や健康の増進を図るため、旭体育協会が
毎年旭ふる里まつりに併せて開催しているものです。
　今年は５年ぶりの秋晴れの中、ファミリーの部や競技の部な
ど５部門に市内外から１２6人が参加しました。参加者は、家族
や友人の声援を受けながら、順位を競ったり完走を目指したり
と、それぞれの目標に向かって起伏に富んだコースを力いっぱ
い走りました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

地区のお宝マップ完成
～　周布地区案内板お披露目　～

はまだ

仲間と一緒に技を磨く
～　第１回島根県けん玉選手権大会　～

はまだ

地域の文化を守り伝える
～　しめ縄づくり講習会　～

みすみ

収穫と文化の秋を楽しむ
～　井野地区農業祭り＆公民館展　～

みすみ秋晴れのもと健脚を競う
～　旭ロードレース大会　～

あさひ

世界に一つだけのランチョンマット
～　手織り体験　～

やさか

かなぎ新しい雲城公民館を活用しよう
～　みどりかいかんリニューアルオープン見学会　～

生きることに向き合う
～　旭自治区人権講演会　～

あさひ



♥Town Topicsまちのわだい
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

長浜人形の名品を鑑賞

みんなでこんにゃくを丸めてお湯の中に

浜田城跡で説明を聴く参加者

　

浜
田
都
市
計
画
道
路
・
三
隅
都

市
計
画
道
路
・
浜
田
都
市
計
画
公

園
の
変
更
案
を
作
成
し
た
の
で
縦

覧
し
ま
す
。

内
容

・
浜
田
都
市
計
画
道
路
１
・
４
・
１

長
沢
原
井
町
線
、
１
・
４
・
３
浜

田
三
隅
線
、
３
・
５
・
１7
長
沢

線
、
３
・
６
・
２0
熱
田
イ
ン
タ
ー

線
、
三
隅
都
市
計
画
道
路
１
・

４
・
１
浜
田
三
隅
線
に
つ
い
て
、

事
業
完
成
に
伴
う
区
域
の
変
更

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
３
・
６
・

２0
熱
田
イ
ン
タ
ー
線
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称

に
合
わ
せ
浜
田
港
イ
ン
タ
ー
線

と
名
称
変
更
を
行
う
も
の
で

す
。

・
浜
田
都
市
計
画
公
園
８
・
４
・
１

城
山
公
園
に
つ
い
て
、
教
育
・

観
光
・
交
流
の
拠
点
と
な
る

整
備
を
行
い
、
市
街
地
の
魅
力

と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
た

め
、
区
域
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

期
間　
１
月
１3
日
㈮
～
２7
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
１5
分

縦
覧
場
所

・
市
役
所
本
庁
建
設
企
画
課

・
県
土
木
部
都
市
計
画
課

【
意
見
書
の
提
出
】

　

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
市
民

及
び
利
害
関
係
者
は
、
道
路
の
変

更
に
つ
い
て
は
島
根
県
知
事
に
、

公
園
の
変
更
に
つ
い
て
は
浜
田
市

長
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
締
切
日　

１
月
２7
日
㈮
（
必
着
）

提
出
方
法　
意
見
書
に
氏
名
・
住

所
（
法
人
は
名
称
・
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）を
記
入
の
上
、

持
参
又
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
が
、
浜
田
市
と
異
な
る

場
合
は
、
利
害
関
係
の
内
容
に

つ
い
て
も
記
載
し
て
下
さ
い
。

意
見
書
の
提
出
先

道
路
の
変
更
に
つ
い
て

・
県
土
木
部
都
市
計
画
課

【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１ 

松

江
市
殿
町
８
番
地
】

公
園
の
変
更
に
つ
い
て

・
市
役
所
本
庁
建
設
企
画
課

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１ 

殿

町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

１
月
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
、
市
役
所
本
庁
総
合
窓

口
課
に
受
付
の
た
め
の
番
号
発
券

機
を
設
置
し
、
呼
出
番
号
の
案
内

や
行
政
情
報
と
広
告
を
モ
ニ
タ
ー

に
表
示
す
る
番
号
案
内
表
示
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

総
合
窓
口
課
で
の
証
明
書
の
取
得

や
住
所
変
更
な
ど
の
際
は
…

　

申
請
書
を
記
入
し
、
発
券
機
の

画
面
か
ら
目
的
を
選
択
し
番
号
札

を
取
得
し
た
後
、
案
内
表
示
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
順
に
案
内
し
ま
す
。

※　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
運

営
に
か
か
る
費
用
は
、
民
間
事

業
者
の
広
告
料
で
賄
わ
れ
ま
す
。

※　

不
明
な
点
は
、
総
合
窓
口
課

職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
人
に

は
、
交
付
準
備
が
で
き
次
第
市
か

ら
発
行
通
知
書
（
交
付
に
関
す
る

案
内
は
が
き
）
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の
受

取
が
困
難
な
場
合
は
、
休
日
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※　

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

開
設
日　
１
月
２８
日
㈯

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

交
付
窓
口　
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
ロ
ビ
ー　

カ
ー
ド
交
付
特
設

窓
口
（
本
庁
舎
の
み
で
実
施
）

利
用
で
き
る
手
続　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
の

交
付
の
み

予
約
締
切
日　
１
月
２6
日
㈭

予
約
方
法　
発
行
通
知
書
に
記
載

し
て
あ
る
交
付
場
所
へ
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
発
行
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る

も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
代
理
人
に
よ
る
受
取
は
、
入

院
・
身
体
の
障
が
い
な
ど
に
よ

り
来
庁
が
困
難
な
場
合
に
限
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

凡例
変更のない部分 ■■■■■■
追加する部分 ■■■■■■

城山公園変更案

　１１月１3日㈰、今福地区自主防災会が水道凍結対策活動を行い
ました。これは、平成２８年１月の寒波で水道管が凍結・破損し
漏水が起こり、今福地区では５日間断水が続いたことから、本
格的な冬の到来を前に、水道止水栓や量水器設置場所の確認作
業を行ったものです。
　当日は、今福地区の空き家や高齢者世帯を中心に、水道止水
栓の設置場所を確認し資料を作成しました。今後、凍結が発生
したときには、この資料を基に漏水対策を実施されます。

　１１月１２日㈯・１3日㈰、長浜人形・焼き物名品展が長浜地区文
化祭に併せて長浜公民館で開催されました。これは、地元の伝
統工芸品である長浜人形に興味をもってもらいたいと長浜地区
のまちづくりを考える有志の会が主催しました。
　名品展では、江戸時代から大正時代に作られた長浜人形１0点
と長浜人形制作技術保存振興会の皆さんが作製した７点、地域
の人が所有している焼き物が展示されました。事務局の高橋さ
んは、「若い世代の人にも長浜人形に興味を持ってもらい、将
来に引き継いでほしい」と話していました。

　１１月６日㈰、こんにゃく作り講習会がふるさと体験村で行わ
れ市内外から１0人の参加がありました。これは、地元の人と交
流しながら、手づくりこんにゃくやこんにゃく料理を学んでも
らおうと開催したものです。
　下谷婦人会の大野キヨ子さんの指導のもと、参加者は、こん
にゃく芋をゆで、丸い形に整えるのに苦労しながらこんにゃく
を作りました。出来上がったこんにゃくで作った田楽や刺身、
白和えを食べながら、「市販のものより臭みがなく歯ごたえが
あり、おいしい」と話していました。

　１１月５日㈯、浜田城・浜田城下町ウォーク！が城山公園周辺
で行われました。これは、近年の調査によって判明した浜田城
や城下町の特徴と魅力を知ってもらおうと開催したものです。
　当日は、市の文化財専門職員の説明を聞きながら浜田城山や
殿町・松原町にある史跡を巡り、3.5㎞を歩きました。また、
それぞれの史跡では、江戸時代の絵図や浜田城周辺のCG図と比
べながら当時の様子の説明がありました。参加者は、「ふだん
行けない中ノ門などを見れた。まちの歴史がわかって良かった」
と話していました。

水道止水栓の場所を確認する自主防災会の委員

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

都
市
計
画
道
路
・
都
市
計
画

公
園
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま

す

市
役
所
本
庁
総
合
窓
口
課
に
広

告
付
き
窓
口
呼
出
番
号
案
内
表

示
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
受
取
の
た
め
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

生
活
・
環
境

冬に備えて漏水対策
～　今福地区水道凍結対策活動　～

かなぎ

長浜の伝統工芸を伝える
～　長浜人形・焼き物名品展　～

はまだ

一味違う手づくりこんにゃく
～　こんにゃく作り講習会　～

やさか

400年前の浜田をたどる
～　浜田城・浜田城下町ウォーク！　～

はまだ
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
旧
畜
産
基
地
で
あ
っ

た
金
城
町
「
元
谷
団
地
」
を
県
営

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ

り
拠
点
農
業
団
地
と
し
て
畑
地
整

備
を
進
め
、
こ
の
た
び
第
１
期
の

入
植
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
入
植
募
集
区
画
】

露
地
・
施
設
栽
培
野
菜
エ
リ
ア

区
画
・
面
積　
９
区
画
４
・
０
ha

営
農
可
能
時
期　
１0
月

露
地
栽
培
野
菜
エ
リ
ア

区
画
・
面
積　
１9
区
画
７
・
６
ha

営
農
可
能
時
期　
平
成
30
年
４
月

水
耕
・
溶
液
栽
培
野
菜
及
び
根
域

制
限
栽
培
果
樹
エ
リ
ア

区
画
・
面
積　
４
区
画
１
・
６
ha

営
農
可
能
時
期　
平
成
30
年
４
月

※　

事
業
実
施
段
階
に
お
い
て
区

画
・
敷
地
面
積
な
ど
が
変
動
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
植
者
の
条
件

・
元
谷
団
地
で
農
業
経
営
を
行
い
、

専
ら
又
は
主
と
し
て
そ
の
農
業

経
営
に
従
事
す
る
農
業
従
事
者

（
農
業
生
産
法
人
は
、
常
時
従

事
者
た
る
構
成
員
）
を
有
し
、

か
つ
農
業
に
よ
っ
て
自
立
し
よ

う
と
す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

・
農
外
企
業
が
農
業
生
産
法
人
を

設
立
せ
ず
に
直
接
農
業
参
入
を

目
指
す
場
合
は
、
特
定
法
人
貸

付
事
業
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。

・
元
谷
団
地
で
の
農
業
経
営
に
よ

り
、
認
定
農
業
者
又
は
認
定
就

農
者
と
な
る
こ
と
（
入
植
後
５

年
以
内
に
認
定
農
業
者
、
又
は

認
定
就
農
者
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
者
を
含
む)

。

・
入
植
希
望
者
に
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
こ
と
。

貸
付
料

・
年
間
１
万
５
千
円
／
１0
ａ

（
圃
場
面
積
か
ら
、
畦
畔
面
積

を
差
し
引
い
た
農
業
経
営
有
効

面
積
に
対
し
て
）

募
集
期
間　

１
月
１0
日
㈫
～
２
月
２4
日
㈮

入
植
者
の
決
定

・
入
植
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
で
構
成
す
る
審
査
会

で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

・
市
が
振
興
作
物
と
し
て
い
る
大

粒
ぶ
ど
う
・
赤
梨
・
西
条
柿
・

大
豆
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
あ
す
っ
こ
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
及
び
有
機
野
菜

の
栽
培
に
よ
る
農
業
経
営
を
目

指
す
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　
浜
田
市
有
農
用
地
等

貸
付
事
業
実
施
要
綱
及
び
元
谷

団
地
開
発
事
業
第
１
期
入
植
者

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

実
施
要
綱
及
び
募
集
要
項
は
、

市
役
所
本
庁
農
林
振
興
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
地
域
で
い
き
い

き
と
活
躍
し
て
い
る
団
体
な
ど
に

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
お
お

む
ね
１0
人
以
上
の
民
間
団
体
や

グ
ル
ー
プ
（
そ
の
半
数
以
上
が

女
性
、又
は
代
表
者
が
女
性
で
、

役
員
の
半
数
以
上
が
女
性
で
あ

る
。）

対
象
事
業　
４
月
１
日
㈯
～
平
成

30
年
３
月
3１
日
㈯
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

申
込
締
切
日　
１
月
１5
日
㈰

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
本
庁
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各

支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
３
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ

ン
タ
ー
内　

公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４
・

▢FAX
０
８
５
４
�
５
５
８
９
）

　

個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事

業
用
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申

告
期
限
ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
１
月
3１
日
㈫

※　

償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
償
却
資
産
申
告
書
（
１２
月

中
旬
送
付
済
み
）
に
同
封
し
て

い
る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
人
、
又
は
圧
着
は
が

き
で
申
告
案
内
が
あ
っ
た
人
で

資
産
の
増
減
が
あ
る
場
合
は
、

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
資
産
税
課
資
産
税
第
一
係
・

第
二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

　

今
年
も
、
２
月
上
旬
か
ら
３
月

中
旬
ま
で
の
間
、
市
民
税
県
民
税

な
ど
の
申
告
相
談
窓
口
を
設
置
し

ま
す
。
各
会
場
（
自
治
区
・
出
張

申
告
会
場
）
の
日
程
や
時
間
、
申

告
書
用
紙
や
申
告
書
の
書
き
方
な

ど
は
、「
広
報
は
ま
だ
」
２
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

　

申
告
の
ほ
か
に
、
税
金
の
こ
と

や
国
民
健
康
保
険
料
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
交
付

で
き
る
店
舗
と
し
て
、
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
が
設
置
し
て
あ
る
全
国
の

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
の
ほ
か
に
「
ロ
ー
ソ

ン
・
ポ
プ
ラ
」
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

利
用
で
き
る
時
間　
午
前
６
時
30

分
～
午
後
１１
時
（
１２
月
２9
日
～

１
月
３
日
・
保
守
点
検
日
な
ど

を
除
く
）

交
付
で
き
る
証
明
書　

・
住
民
票
の
写
し(

浜
田
市
に
住

民
登
録
し
て
い
る
本
人
及
び
本

人
と
同
一
世
帯
の
人
の
現
在
の

も
の
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
の
も

の
）

・
所
得
・
課
税
証
明
書
（
本
人
の

も
の
）

必
要
な
も
の　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

(

個
人
番
号)

カ
ー
ド
（
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
の
数
字
４

桁
の
暗
証
番
号
が
設
定
し
て
あ

る
も
の
）、
又
は
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
数
字
４
桁
の
暗
証

番
号
が
設
定
し
て
あ
る
も
の
）

交
付
手
数
料　
１
通
２
０
０
円

証
明
書
の
用
紙　
コ
ン
ビ
ニ
で
交

付
さ
れ
る
証
明
書
は
、
Ａ
４
版

の
普
通
紙
に
不
正
を
防
止
す
る

加
工
が
施
さ
れ
て
お
り
、
窓
口

で
交
付
す
る
専
用
用
紙
と
は
異

な
り
ま
す
。

※　

コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
選
び
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
操
作
し

て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
を
一

時
休
止
し
ま
す

　

電
気
設
備
定
期
点
検
に
伴
う
庁

舎
停
電
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設

置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
の
証
明
書
発
行
を
一
時
休
止
し

ま
す
。

利
用
で
き
な
い
日
時　

１
月
１4
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に

従
事
す
る
調
理
師
は
、
調
理
師
法

に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
、
そ
の
就

業
地
の
都
道
府
県
知
事
に
「
調
理

師
業
務
従
事
者
届
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
県
内
の
寄
宿
舎
・
学
校
・

病
院
・
事
業
所
・
社
会
福
祉
施

設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
矯

正
施
設
・
そ
の
ほ
か
多
数
人
に

飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
し
て

い
る
施
設
・
飲
食
店
営
業
・
魚

介
類
販
売
業
・
そ
う
ざ
い
製
造

業
で
調
理
の
業
務
に
従
事
し
て

い
る
調
理
師

※　

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る

人
で
も
、
調
理
師
の
業
務
に
従

事
し
て
い
な
い
人
は
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

県
内
在
住
で
も
、
県
外
で
従

事
し
て
い
る
人
は
従
事
先
の
都

道
府
県
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
締
切
日　
１
月
１6
日
㈪

届
出
方
法　
届
出
用
紙
に
平
成
２８

年
１２
月
3１
日
現
在
の
状
況
を
記

入
の
上
、届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※　

届
出
用
紙
は
、
浜
田
保
健
所

又
は
市
役
所
本
庁
環
境
課
に
あ

り
ま
す
。

※　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
に
よ
る
手
続
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/adm

in/license/shikaku/
shikaku_shiken/chourishi-
jyujisha.htm

l

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
課

（
☎
�
５
５
５
２
）

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　

平
成
２9
年
１
月
１
日
の
改
正
に

よ
り
、
育
児
・
介
護
休
業
規
定
の

整
備
（
①
介
護
休
業
の
分
割
取
得

②
介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の

免
除
③
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休

暇
の
半
日
取
得
④
有
期
契
約
労
働

者
の
育
児
・
介
護
休
業
の
取
得
要

件
の
緩
和
な
ど
）や
、妊
娠
・
出
産
、

育
児
休
業
な
ど
に
関
す
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室
（
☎
０
８
５
２
�
１
１
６
１
）

【
月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
・

祝
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
１5
分
】

浜
田
市
拠
点
農
業
団
地

「
元
谷
団
地
」
の
入
植
者
を

募
集
し
ま
す

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い 

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

税
務
・
納
税

平
成
29
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を 

お
願
い
し
ま
す

平
成
29
年
度
市
民
税
県
民
税（
兼

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き

る
店
舗
が
増
え
ま
し
た

調
理
師
就
業
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
、

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

が
施
行
さ
れ
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

雇
用
条
件
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課

後
児
童
居
場
所
は
、
保
護
者
が
就

労
な
ど
で
放
課
後
家
庭
に
い
な
い

小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
生
活

の
場
を
提
供
し
、
遊
び
や
生
活
指

導
を
と
お
し
て
そ
の
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

対
象
児
童

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
現
在
小
学

校
１
～
５
年
生
児
童
及
び
４
月

就
学
予
定
児
童
で
年
間
を
通
し

て
入
会
す
る
児
童

放
課
後
児
童
居
場
所　
現
在
小
学

校
１
・
２
年
生
の
児
童
及
び
４

月
就
学
予
定
の
児
童
で
年
間
を

通
し
て
入
会
す
る
児
童

定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

各
ク
ラ
ブ
定
員（
２0
人
～
70
人
）

放
課
後
児
童
居
場
所

各
居
場
所
５
人
程
度

※　

定
員
を
上
回
る
申
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
・
居

場
所
の
状
況
に
応
じ
て
調
整
し

ま
す
。

実
施
日
時

・
月
～
金
曜
日
（
平
常
授
業
日
）

　

放
課
後
～
午
後
６
時

・
学
校
の
振
替
休
業
日
、
土
曜
日
、

夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

午
前
８
時
～
午
後
６
時

負
担
金　
児
童
１
人
あ
た
り
月
額

６
、
０
０
０
円
（
お
や
つ
代

１
、
０
０
０
円
を
含
む
）

※　

夏
休
み
期
間
中
の
７
月
・
８

月
は
２
、
５
０
０
円
を
加
算
し

ま
す
。
土
曜
日
の
利
用
者
は
月

額
１
、
７
０
０
円
（
お
や
つ
代

２
０
０
円
を
含
む
。）
を
加
算

し
ま
す
。
別
途
、
傷
害
保
険
料

が
必
要
で
す
。

申
込
期
間

１
月
４
日
㈬
～
２7
日
㈮

申
込
方
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、就
労
証
明
書
を
添
え
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
子
育
て

支
援
課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り

ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所

有
福
保
育
園
・
波
佐
保
育
園
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係

る
資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
平
成
２9
年
４
月
の
進
学
な

ど
を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
・
母

 

・
２0
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
・
父
母
の
い
な
い
児
童

※　
「
児
童
」
と
は
、
２0
歳
に
満

た
な
い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専

修
学
校
・
短
大
・
大
学
に
就
学

す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
料
・

書
籍
代
・
交
通
費
な
ど
の
資
金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業

す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や

被
服
な
ど
の
購
入
資
金
）

※　

ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金

の
貸
付
を
受
け
る
場
合
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
、
寡
婦

の
知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す
る

資
金
（
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い

場
合
は
利
子
年
１・
０
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
）

申
請
締
切
日　
２
月
２８
日
㈫

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

放課後児童クラブ・放課後児童居場所一覧
クラブ名 対象の小学校 提出・問い合わせ先

浜田

杉の子学級放課後児童クラブ 石見小

本庁子育て支援課
（☎�９３３０）

杉の子第２学級放課後児童クラブ
ふたば学級放課後児童クラブ 原井小
ひまわり学級放課後児童クラブ 周布小
ひまわり第２学級放課後児童クラブ 周布小(日脚町)
山ばと学級放課後児童クラブ 美川小
さくら学級放課後児童クラブ 三階小さくら第２学級放課後児童クラブ
くすのき学級放課後児童クラブ 松原小
かもめ学級放課後児童クラブ 国府小（国府・久代町）
かぜの子学級放課後児童クラブ 国府小
とびうお学級放課後児童クラブ 長浜小
若潮学級放課後児童クラブ 雲雀丘小

金城 雲城地区児童クラブ 雲城小 金城支所市民福祉課
（☎�１２３５）今福地区児童クラブ 今福小

旭 今市児童クラブ 旭小 旭支所市民福祉課
（☎�１４３５）

弥栄 やさか児童クラブ 弥栄小 弥栄支所市民福祉課
（☎�２６５６）

三隅 三隅小児童クラブ 三隅小 三隅支所市民福祉課
（☎�２８０６）岡見小児童クラブ 岡見小

浜田 有福保育園(放課後児童居場所) 国府小（旧有福小）有福保育園（☎�８４８０）
金城 波佐保育園(放課後児童居場所) 波佐小 波佐保育園（☎�０４４９）

　

平
成
２８
年
分
の
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

様
式
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
、
新
様
式
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
先　
本
庁
税
務
課

対
象　
平
成
２9
年
１
月
１
日
に
浜

田
市
に
住
所
が
あ
る
人

※　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人

の
給
与
支
払
報
告
書
も
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
給
与
支
払
報
告
書
は
、

正
本
と
副
本
の
２
部
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
正
本
に
は
浜
田

市
提
出
用
の
総
括
表
と
徴
収
区

分
仕
切
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付

け
ま
す
。

提
出
期
限　
１
月
3１
日
㈫

　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、

光
デ
ィ
ス
ク
や
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）
で
の
提
出
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士

資
格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の

貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付

事
業

対
象　
平
成
２9
年
度
に
保
育
士
養

成
施
設
在
学
者
で
、
卒
業
後
県

内
の
保
育
所
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　

そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
世
帯

な
ど
へ
は
、
入
学
準
備
金
２0
万

円
以
内
、
就
職
準
備
金
２0
万
円

以
内
、
生
活
費
加
算
が
あ
り
ま

す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登

録
を
し
て
、
県
内
保
育
所
な
ど

に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額

免
除

申
込
締
切
日　
１
月
3１
日
㈫

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
活

支
援
部
福
祉
資
金
係

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６
）

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

の
応
募
者

貸
与
額　

①
県
社
協
貸
付
決
定
者　月

額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登

録
を
し
て
、
市
内
保
育
所
な
ど

に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

申
込
締
切
日　
県
社
協
の
保
育
士

修
学
資
金
貸
付
結
果
の
通
知
後

１
か
月
を
予
定

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

　

市
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
浜
田
自
治
区
１２
か
所
、
弥
栄
自

治
区
１
か
所
）
で
小
学
校
児
童
の

生
活
指
導
に
当
た
る
支
援
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数

・
パ
ー
ト
主
任
支
援
員
１3
人
程
度

・
パ
ー
ト
支
援
員　
　

3２
人
程
度

・
パ
ー
ト
代
替
支
援
員
２5
人
程
度

資
格
要
件　
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
、

１
つ
以
上
を
満
た
す
人

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

研
修
修
了
証
を
有
す
る
人

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

又
は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資

格
を
有
す
る
人

④
２
年
以
上
、
助
産
施
設
・
乳
児

院
・
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保

育
所
・
児
童
厚
生
施
設
・
児
童

養
護
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
こ

と
の
あ
る
人

⑤
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る

人
⑥
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ

る
人

雇
用
期
間　
４
月
～
平
成
30
年
３

月
勤
務
日　
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
日

申
込
締
切
日　
１
月
２7
日
㈮

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を

貼
付
け
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

選
考
方
法　
面
接
・
書
類
に
よ
る

選
考

職種 勤務日数 勤務日 勤務地 勤務時間

パート主任
支援員

月～土曜日のうち、
５～６日

月～金曜日 浜田自治区 １3：00～１８：00までの５時間程度
弥栄自治区 １3：00～１８：00までの４～５時間程度

土曜日

浜田自治区
弥栄自治区

 ８：00～１８：00までの５時間程度

パート
支援員

月～金曜日 １3：00～１８：00までの４～５時間程度

土曜日  ８：00～１８：00までの５時間程度

パート代替
支援員

月～土曜日のうち、
勤務可能な日

月～金曜日 １3：00～１８：00までの４～５時間程度
土曜日  ８：00～１８：00までの５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休業日は、 ８：00～１８：00までの５時間程度

平
成
29
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
居
場
所

入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金（
修

学
資
金
な
ど
）
貸
付
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

子
育
て

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

平
成
29
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る｢

前

納
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

　

｢

前
納
制
度｣

に
は
、口
座
振
替
・

現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
が
あ
り
、
平
成
２８
年
度
の
納

付
額
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

※　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の

割
引
額
は
現
金
納
付
と
同
じ
で

す
。

※　

４
月
か
ら
は
、新
た
に
現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も

２
年
前
納
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

事
前
申
込

　

前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事

前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）　

　

優
れ
た
素
質
と
向
学
心
を
持
ち

な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
生
徒
又
は
学
生
に

対
し
、
修
学
支
援
の
た
め
の
奨
学

金
を
貸
与
し
ま
す
。
ほ
か
の
奨
学

金
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

　インフルエンザの流行する季節になりまし
た。インフルエンザは、インフルエンザウイル
スに感染することで起こる感染症です。人に
よっては重症化するおそれもあります。流行を
防ぐために一人ひとりが対策をしましょう。

インフルエンザ予防の基本３原則！

①予防接種をして免疫をつけましょう！
・流行前の予防接種が最も効果的です。予防接

種によって、ある程度インフルエンザにかか
りにくくなり、発症した場合でも重症化や死
亡を防ぎます。ワクチンの効果がでるまで２
週間程度かかるので、出来るだけ流行前（１２
月中旬まで）に予防接種を受けましょう。

②ウイルスをもらわないように予防しましょう！
・手洗いとうがいが大切です。ウイルスは、感

染者の飛沫（会話やくしゃみなどで飛び出す
つばなど）や直接の接触によって、喉や鼻、
目などから侵入し感染が広がります。侵入の
機会を少なくするために、流水と石鹸で手を
洗いましょう。うがいも喉を清潔にし、粘膜
をなめらかにしてウイルスの侵入の機会を少
なくします。

・部屋の乾燥を防ぎましょう。乾燥は呼吸器を
痛めます。

・外出を控えるなど、人ごみを避けましょう。
・マスクを着けましょう。のどの保温保湿に効

果があります。
③抵抗力をつけましょう！
・十分な栄養や休養をとりましょう。

インフルエンザにかかった場合の注意

○早めに医療機関を受診し、安静にして休養を
とり、十分に水分を補給しましょう。

○まわりの人にうつさないよう、咳エチケット
を心がけましょう。

咳エチケットとは・・・
・咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と

鼻を押さえ、周りの人から顔をそむけましょ
う。

・使用後のティッシュは、すぐにフタ付きのゴ
ミ箱に捨てましょう。

・症状のある人はマスクを正しく着用し、感染
防止に努めましょう。

（三隅支所市民福祉課）

　平成28年度国民年金保険料納付額
　※　平成２9年度保険料額は、2月下旬に告示される

予定です。
納付方法 金額 割引額

毎月納付（納付書による現金納付及び
翌月末振替の口座振替） １6,２60円 －

毎月振替【早割】（当月末振替の口座振替） １6,２１0円 50円
６か月分前納（現金納付） 96,770円 790円
６か月分前納（口座納付） 96,450円 １,１１0円
１年分前納（現金納付） １9１,660円 3,460円
１年分前納（口座納付） １9１,030円 4,090円
２年分前納（口座振替） 377,3１0円 １5,690円

①　検診会場で容器を配布しま
す（検診日程を確認してくだ
さい）。

※　大腸がん検診受診票を持っ
ている人は、受診票に必要事
項を記入の上、検診会場へ持
参してください。受診票は、
会場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、２～３
週間で受診者へ送付されます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

検診の流れ

浜　田　市

受　診　者

検　査　機　関

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが増加
しています。この機会に検診を受けましょう。
対象　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
受診料　無料
※　今年度、脳・人間・巡回人間ドック、集団健診、

職場健診などで大腸がん検診を受診された人は、
重ねて受けないようにしてください。

検診方法及び日時　郵送法となります。右図の流れ
を確認し、間違いのないようにお願いします。

浜田自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

１月１7日㈫

１0：00～１0：30 大麻公民館
１3：00～１3：30 美川公民館
１4：00～１4：30 美川公民館西分館
１5：00～１5：30 櫟田原公民館

１月１８日㈬
 9：30～１0：30 長浜公民館
１１：00～１１：30 長浜商港会館
１3：30～１4：30 周布公民館

１月１9日㈭  9：30～１0：30 石見公民館
１3：00～１3：30 長沢２町内児童館

１月２0日㈮ １0：00～１0：30 国府公民館有福分館
１3：30～１4：30 国府公民館

１月２3日㈪
　～２6日㈭  9：00～１7：00 市役所本庁地域医療対策課

　検診車によるがん検診は、１２月で終了しました。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
２
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー｢

す
く
す
く｣

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
１
月
１9
日
㈭

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成
29
年
度
浜
田
市
奨
学
金

貸
与
者
を
募
集
し
ま
す

インフルエンザを予防しよう健 康 コラムコラム

健
康
・
福
祉

大腸がん検診を受けましょう

１月各種がん検診の日程

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　（☎�７７００）
申込受付時間 １4：00～１6：00

実施期間
２月２８日㈫まで
毎週火・水（第３を除く）・金曜日
検診当日受付時間　１4：30～１5：00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

子宮頸がん検診（予約不要）
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　２0歳～49歳の女性
実施期間　２月２８日㈫まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

まちかど
伝言板

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有

す
る
人

・
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学

校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課

程
に
限
る
）・
高
等
専
門
学
校
・

大
学
・
短
期
大
学
、
専
修
学
校

（
専
門
課
程
に
限
る
）
に
進
学

予
定
の
人 

・
向
学
心
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

人
・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優

秀
な
人

貸
与
額　
年
２
回
、
４
月
（
初
年

度
は
７
月
）
と
１0
月
に
半
年
分

ず
つ
貸
与
し
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

月
額
１
万
円

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）　

月
額
３
万
円

利
息　
無
利
息

返
還
期
間　
卒
業
の
翌
月
か
ら
２

年
を
経
過
し
た
後
、
次
の
期
間

内
に
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

６
年

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）

１２
年

※　

卒
業
後
一
定
期
間
浜
田
市
に

在
住
し
、
就
労
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
一
部
返
還
が
免
除
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

１
月
１0
日
㈫
～
３
月
3１
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
募
集
要
項
に
あ
る
提
出

先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
要
項
・
申
請
書
は
、
卒

業
又
は
卒
業
見
込
み
の
中
学
校

及
び
高
等
学
校
、
浜
田
市
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課
・
各
支
所

教
育
委
員
会
分
室
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　

保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激

な
変
化
に
よ
り
、
修
学
が
困
難

に
な
っ
た
人
を
対
象
と
す
る
浜

田
市
緊
急
奨
学
金
貸
与
者
は
、

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

于
う

　清
せ い

　「光陰矢の如し」。また、新しい一年が始ま
りました。皆さんはどうやって新年を迎えら
れたのでしょうか。
　私の母国中国では、西暦の新年ではなく旧
正月の１月１日である「春節」が１年の始ま
りとされ、最も重要な伝統的祝日として祝わ
れます。春節が近づくと、帰郷するため何億
人もの中国人の大移動が始まり大変ですが、
それでも必ず故郷へ帰り、新年を迎えるのは、
家族との断ち切れない深い絆にあります。故
郷へ帰ってから、人々は大掃除をしたり、年
越し用品を買ったりして新年を迎えます。
　春節になると、「福」の字を逆さまに貼っ
てある光景をよく見ます。「福」が逆さまに
なることを、中国語で「福

フ ー

倒
ダ オ

了
ラ

」と言います
が、「福」が訪れるという意味の「福

フ ー

到
ダ オ

了
ラ

」と、
文字は違っても発音が同じであり、縁起が良
いとされます。それから、対

タ イ

聯
レ ン

（おめでたい
言葉が赤い紙に書いてあるもの）を門の両側
に貼り、邪気を払います。
　大晦日の夜は、家族みんなでご馳走を食べ、
中央テレビ局CCTVが生放送する「春晩」を見
ることもここ十数年の定番となっています。

　午前０時になると餃子を食べ、新しい一年
が始まります。餃子は昔の貨幣「元宝」の形
とよく似ており、富をもたらすとされていま
す。また、中国でも春節に餅を食べますが、
これは餅のことを「年

ニェン

年
ニェン

糕
ガオ

」と呼ぶからです。
「年

ニェン

年
ニェン

糕
ガオ

」と「年
ニェン

年
ニェン

高
ガ オ

」の中国語発音が一
緒で、生活が年々高くなるよう願いをかけま
す。このように縁起の良い物を食べることが
多いです。
　正月にめでたい挨拶を行うことはもちろ
ん、年賀状や携帯メールで新年の挨拶を送り
合います。インターネットが進む中、WeChat
（中国版LINE）を使い、メッセージや電子マ
ネーの「紅包」（お祝い事で赤い袋に入った
ご祝儀）を送るようにもしています。もちろ
ん、親戚への挨拶回りをする際には、贈り物
をしたり、子供にお年玉をあげたりする昔な
がらの習慣はまだあります。
　中国の「春節」は日本の「新年」と異なる
過ごし方があるでしょうか。いずれにせよ、
新しい一年は「心想事成、万事如意」（希望
が叶い、何でも思い通りに進んでいくよう
に）、良い一年を！

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

１
月
４
日
㈬
～
3１
日
㈫
必
着

入
札
日
時

２
月
１7
日
㈮　

午
後
１
時
以
降

※　

時
間
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

入
札
会
場

市
役
所
本
庁
地
階
会
議
室

売却物件（土地）
物件番号 所在地 物件名 地番 地目 地積 最低売却価格
H２８-２ 長浜町 長浜市有地   99１番１ 宅地 １60.63㎡ １,８40,000円
H２８-3 相生町 相生市有地  4345番 宅地 ２6１.0８㎡ 5,８74,000円
H２８-4 熱田町 熱田住宅跡地１  １0２9番１ 宅地 １,040.２１㎡ 9,360,000円
H２８-5 熱田町 熱田住宅跡地２  １0２9番４ 宅地 １,１２6.93㎡ １0,１00,000円
H２８-6 長浜町 城ヶ平住宅跡地１  １１3１番１7 宅地 ２,２８4.２5㎡ １7,１30,000円
H２８-7 長浜町 城ヶ平住宅跡地２  １１3１番１８ 宅地 １,600.46㎡ １１,040,000円
H２８-８ 長浜町 城ヶ平住宅跡地３  １１3１番１9 宅地 339.８１㎡ ２,3８0,000円
H２８-9 長浜町 城ヶ平住宅跡地４  １１3１番２0 宅地 963.65㎡ 6,360,000円

参
加
資
格

⑴　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個
人
又

は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）
で

の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
な
ど

は
、
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

入
札
参
加
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り
ま

す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認
は
、

入
札
参
加
者
の
責
任
に
お
い
て
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず

申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加
に

あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ
の
ほ

か
入
札
参
加
に
必
要
な
用
紙
は
本

庁
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
・
問

物
件
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
行
財
政
改
革
推
進
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

市
営
住
宅

募
集
期
間　
１
月
５
日
㈭
～
１4
日
㈯

募
集
住
宅　
市
営
住
宅
（
金
城
・
旭
・

三
隅
・
弥
栄
）

抽
選
日　
１
月
下
旬

入
居
時
期　
２
月
初
旬

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問　
浜
田
土
建
㈱

　

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.jp/

【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
募
集
分
】

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

募
集
期
間　
１
月
１８
日
㈬
～
3１
日
㈫

抽
選
日　
２
月
下
旬

入
居
時
期　
３
月
中
旬

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

位置図

国道９号

至浜田

至周布

売却物件
H２８-２

老人ホーム
たんぽぽの里

売却物件
H２８-3

国道１８6号
相生 IC

至
金
城

浜　田　道

浜田川

三宮
神社

売却物件
H２８-4･H２８-5

浜田
商業高校

国道９号

至長浜

至
浜
田

売却物件
H２８-6･H２８-7
H２８-８･H２８-9

浜田商港県道241号

至日脚

至熱田

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

中国のお正月
国際交流員コラム

募

集

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　



☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

広報はまだ：平成２9年１月号　　　2829　　　広報はまだ：平成２9年１月号

　

見
て
、
聞
い
て
、
話
す
。
基
本
的

な
挨
拶
か
ら
、
買
い
物
や
道
案
内
な

ど
簡
単
な
会
話
ま
で
、
外
国
人
講
師

と
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

日　
２
月
１5
日
㈬
～（
毎
週
水
曜
日
・

全
８
回
）

時
間　
韓
国
語　

午
後
６
時
～
７
時

英
会
話　

午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

定　
各
講
座
先
着
１5
人

料　
各
講
座
５
、
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
２
、
０
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
国
際
文
化
交
流
協
会

前
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
６
４
８

９
‐
２
８
０
３
）（
平
日
午
前
１0

時
～
午
後
６
時
）

　国際交流員のパメラ・スリヤチャイさんと一緒
に日常生活に役立つ単語や昔習ったフレーズなど
を復習したり、フリートークをして、英語の聴解
力をよりレベルアップしませんか。

場　石見公民館　定　初級Ⅱ１5人・中級Ⅱ１0人
料　会員400円・非会員８00円
申込締切日　１月30日㈪

国際交流員のパメラ・スリヤチャイさんが、二
つの故郷、バンコクとフロリダの紹介をします。
一緒に名所、食べ物の話など聞いてみませんか。
日　１月２3日㈪　午後７時～８時30分
場　浜田公民館　定　１5人　料　無料
申込締切日　１月１9日㈭

申込方法　電話で申し込んでください。
申・問　浜田国際交流協会（☎�１２４１）

日　
１
月
８
日
㈰　

午
前
９
時

場　
島
根
県
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
荒
天
時
、島
根
県
立
大
学
講
堂
）

一
斉
放
水　
午
前
１１
時
30
分
頃

浜
田　
浜
田
市
役
所
裏
浜
田
川

金
城　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田
川

三
隅　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

※　

午
前
７
時
に
防
災
無
線
を
使
い
、

消
防
団
員
の
召
集
を
行
い
ま
す
。

※　

諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
団
係

（
☎
�
５
１
６
７
）

※　

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

三
浦
さ

　

ん
・
天
津
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０

　

・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

E
m
a
il:h

a
m
a
d
a
yo

g
o
@

p
ref.

shim
ane.lg.jp

浜
田
商
業
高
校
の
生
徒
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
下
宿
先
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
浜
田
商
業
高
校
に
は
学
生

寮
が
無
く
、
市
外
出
身
者
な
ど
の
自

宅
か
ら
通
学
が
困
難
な
学
生
に
対
す

る
住
居
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

募
集
内
容

施
設　

個
室
が
望
ま
し
い(

ト
イ

レ
・
浴
室
な
ど
は
家
族
と
共
用
可)

食
事　
平
日
の
朝
食
と
夕
食(

昼
の

弁
当
と
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は

要
相
談)

家
賃　
光
熱
水
費
込
で
５
万
円(

弁

当
つ
き
は
６
万
円)

程
度

期
間　
１
～
３
年
間
程
度

※　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
浜
田
商
業
高
等
学
校　

事
務
長

保
村
さ
ん
（
☎
�
０
０
６
４
）

　

く
に
び
き
学
園
は
、「
地
域
の
中

で
役
立
ち
た
い
」
と
い
う
シ
ニ
ア
世

代
の
学
び
の
場
で
す
。
幅
広
い
学
習

活
動
と
仲
間
づ
く
り
を
と
お
し
て
、

新
し
い
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん

か
。

内
容　
総
合
講
座
・
専
門
講
座
（
社

会
文
化
科
・
園
芸
科
・
陶
芸
科
・

健
康
福
祉
科
）

対
象　
４
月
１
日
現
在
、
満
60
歳
以

上
の
県
内
在
住
者
で
、
卒
業
後
の

地
域
活
動
に
意
欲
的
な
人

開
校
日　
毎
週
火
曜
日

場　
い
わ
み
ー
る

定　
各
学
科
２0
人

料　
入
学
金　
　

１
０
、
０
０
０
円

授
業
料
年
額
１
８
、
０
０
０
円

※　

そ
の
ほ
か
資
料
代
な
ど
が
別
途

必
要
で
す
。

修
学
期
間　

２
年
間
（
平
成
２9
年
４

月
～
平
成
3１
年
３
月
）・
年
間
40
日

申
込
締
切
日　
３
月
１0
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
要
項
・
願
書
は
、
く
に
び

き
学
園
西
部
校
又
は
浜
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
市
内
各
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

※　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
催

し
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.fukushi-shim

ane.
or.jp/kunibiki/

申
・
問　
く
に
び
き
学
園
西
部
校

【
〒
６
９
７
‐
０
０
１
６　

浜
田

市
野
原
町
１
８
２
６
‐
１
い
わ
み

ー
る
内
（
☎
�
９
３
３
６
）】

　

浜
田
養
護
学
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力

し
、
障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び

な
が
ら
、
地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た

ち
を
理
解
し
、
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
講
義
だ

け
で
は
な
く
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と

活
動
す
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

１
月

日　
１
月
１4
日
㈯

午
前
１0
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
ア
ト
リ
エ
・
ス
ノ
イ
ロ（
牛
市
町
）

内
容　
余
暇
活
動
の
場
を
知
ろ
う
、

考
え
よ
う

※　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

２
月

日　
２
月
１１
日
㈷

午
前
１0
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
浜
田
養
護
学
校

内
容　
保
護
者
の
話

料　
年
間
２
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
申
込

み
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
高
校
生
（
新
１
年
生
）
を

対
象
と
す
る
平
成
２9
年
度
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
平
成
２9
年
度
に
市
内
の
高
等
学
校

に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒

定　
若
干
名

支
給
金
額　
年
間
１２
万
円

支
給
期
間　
平
成
２9
年
４
月
～
平
成

30
年
３
月
（
継
続
は
１
年
ご
と
の

手
続
に
よ
り
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
２８
日
㈫

願
書
提
出
先　
市
内
各
中
学
校

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

・
市
内
各
中
学
校

・
浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
☎
�
９
６
５
１
）

クラス 開催日 時間
初級Ⅱ昼の部 ２月１日㈬・１5日㈬

３月１日㈬・１5日㈬
昼の部
午後１時30分～３時
夜の部
午後７時～８時30分

中級Ⅱ夜の部
初級Ⅱ夜の部 ２月８日㈬・２２日㈬

３月８日㈬・２２日㈬中級Ⅱ昼の部

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

大
人
の
た
め
の
英
会
話
・

韓
国
語
入
門
講
座

イ
ベ
ン
ト

平
成
29
年
浜
田
市

　
　
　
消
防
出
初
め
式

Ｐａｍの英語講座

浜田国際交流協会　語学教室
Ｐａｍのミニ講座

私の恋しい故郷　バンコク＆フロリダ

高
校
生
の
下
宿
先

く
に
び
き
学
園
西
部
校

入
学
生
募
集

教
室
・
講
座

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

奨
学
生
募
集
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お
友
達
か
ら
は
じ
め
よ
う

１
対
１
で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い

ま
す
。

対
象　
島
根
県
在
住
の
50
歳
以
上
の

独
身
男
女

日　
１
月
２２
日
㈰　

午
後
２
時
～
３

時
30
分

受
付　
午
後
１
時
45
分

場　
い
わ
み
ー
る　

３
０
１
会
議
室

定　
男
女
各
５
人
程
度
（
先
着
順
）

料　
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
・
お
菓
子
）

申
込
締
切
日　
１
月
１4
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

旅
行
、
大
好
き
！

大
好
き
な
旅
行
の
話
で
一
緒
に
盛

り
上
が
れ
る
人
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象　
島
根
県
在
住
の
独
身
男
女
で

①　

２5
歳
～
35
歳
の
人

②　

36
歳
～
49
歳
の
人

日　
１
月
２9
日
㈰

①　

午
前
１0
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
45
分

②　

午
後
２
時
～
４
時

受
付　
午
後
１
時
45
分

場　
い
わ
み
ー
る　

３
０
１
会
議
室

定　
男
女
各
６
人
程
度

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

料　
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

申
込
締
切
日　
１
月
１5
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
１
５
０
）

一
級
建
築
士
が
住
宅
の
省
エ
ネ
性

能
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
の
実
例
を
交
え
て

紹
介
し
ま
す
。

日　
１
月
２８
日
㈯　

午
後
１
時
～
３

時
受
付　
午
後
０
時
30
分
～

場　
長
浜
公
民
館

※　

ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
展
示
場
を
見

学
し
ま
す
。

講
師　
吉
田
恭
之
さ
ん
（
島
根
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

定　
先
着
２0
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
２5
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

・
し
ま
ね
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�

３
２
６
２
）

・
本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局
（
☎
�

９
４
２
０
）

石
見
地
方
（
大
田
、
江
津
、
浜
田
、

益
田
）
で
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る

演
劇
８
団
体
と
、
ロ
シ
ア
の
極
東
国

立
芸
術
大
学
演
劇
学
部
の
演
劇
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
２
月
５
日
㈰　

午
前
９
時

開
場　
午
前
８
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
前
売
券　
　

１ 

、
０
０
０
円

　
　

当
日
券　
　

１ 

、
３
０
０
円

※　

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

問　
石
見
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
（
☎
�
２
１
０
０
）

　

「
夏
よ
り
熱
い
冬
が
来
る
」
冬
の

島
根
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦

に
県
内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参

戦
し
ま
す
。
白
銀
の
世
界
で
の
熱
い

戦
い
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日　
１
月
２８
日
㈯
・
２9
日
㈰

場　
ア
サ
ヒ
テ
ン
グ
ス
ト
ン
ス
ノ
ー

パ
ー
ク
駐
車
場

問　
島
根
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
（
☎
�
１
４
４
０
）

河
内
町
を
散
策
し
ま
す
。
中
世
城

郭
の
三
ツ
子
山
城
を
拠
点
と
し
た
中

世
岡
本
氏
の
歴
史
や
広
島
街
道
の
橋

の
架
け
替
え
な
ど
地
域
の
魅
力
を
満

喫
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

日　
１
月
２9
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
市
役
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

　

浜
田
で
と
れ
た
鮮
魚
や
干
物
、
浜

田
の
銘
菓
や
石
見
焼
な
ど
、
こ
だ
わ

り
の
商
品
が
大
集
合
。
地
元
の
商
品

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
浜

田
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。
浜
田
の

特
産
品
が
当
た
る
が
ら
ぽ
ん
抽
選
会

や
し
ま
ね
っ
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
行
い
ま
す
。

日　
１
月
２８
日
㈯
・
２9
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
ゆ
め
広
場

問　
は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

（
☎
�
９
５
０
２
）

骨
・
関
節
・
筋
肉
と
い
っ
た
運
動

器
の
機
能
低
下
の
予
防
に
関
す
る
知

識
を
習
得
し
、
関
節
に
過
剰
な
負
荷

を
か
け
ず
に
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動
や

体
操
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
運
動
機

能
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

対
象　
50
歳
以
上
の
人

日　
１
月
２２
日
㈰

　

午
前
１0
時
～
正
午

場　
県
立
体
育
館

講
師　
川
本
晃
平
さ
ん
（
島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院
理
学
療
法
士
）

定　
２0
人

料　
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
１
月
１5
日
㈰
午
後
５

時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
、汗
ふ
き
用
タ
オ
ル
、

飲
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
平
均
台
・
鉄
棒

な
ど
の
体
操
器
具
や
、
卓
球
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
球

技
、
新
感
覚
綱
渡
り
ス
ポ
ー
ツ
「
ス

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
」
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
で
き
る
か
な
？

コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
「
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　
１
月
２１
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

県
立
体
育
館
（
月
曜
休
館
日
）

（
☎
�
１
２
０
１
）

　

学
習
活
動
発
表
、
園
芸
作
品
・
陶

芸
作
品
即
売
会
、
学
園
生
趣
味
作
品

展
示
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
お

茶
席
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
学
園
生
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
す
。

日　
１
月
２１
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
い
わ
み
ー
る

問　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事
務
局

（
☎
�
９
３
３
６
）

シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き
学
園

西
部
校
学
園
祭

日
ご
ろ
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
古

典
芸
能
「
能
」
の
台
本
に
つ
い
て
、

登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
楽
し
み

方
の
解
説
を
交
え
て
読
む
会
で
す
。

今
回
は
、
１
月
２9
日
㈰
に
島
根
県
民

会
館
で
上
演
さ
れ
る
二
つ
の
演
目
の

予
習
を
行
い
ま
す
。

日　
１
月
１5
日
㈰　

　

午
後
１
時
～
２
時

場　
中
央
図
書
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

料　
無
料

※　

謡
本
を
お
持
ち
の
人
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問　
観
世
流
青
謳
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

60
歳
以
上
の
男
女
の
６
割
以
上
が

抱
え
て
い
る
高
血
圧
は
、
治
療
を
受

け
て
も
最
適
に
管
理
し
て
い
る
の
は

３
割
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家

庭
で
の
血
圧
管
理
や
、
薬
で
は
下
が

ら
な
い
管
理
が
困
難
な
高
血
圧
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

日　
１
月
１８
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

「
郷
土
か
る
た
」
は
、
熱
田
と
長

浜
の
歴
史
を
基
に
作
成
し
た
か
る
た

で
す
。
こ
の
大
会
を
と
お
し
て
石
見

地
区
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
者
全
員
に
、
郷
土
か

る
た
解
説
集
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日　
１
月
１4
日
㈯

　

午
前
１0
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
長
浜
小
学
校　

体
育
館

料　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
１3
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
長
浜
公
民
館

（
☎
�
４
６
１
４
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
２１
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　

‐
５
９
６
０
）

テ
ー
マ　
高
血
圧
を
見
直
す　

最
適

な
管
理
は
家
庭
か
ら

講
師　
松
田
晋
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
循
環
器
内
科
医
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
婚
活
イ
ベ
ン
ト

環
境
セ
ミ
ナ
ー

「
手
軽
に
と
り
く
め
る

住
宅
の
省
エ
ネ
」

演
劇
で
結
ぶ
ウ
ラ
ジ
オ
と
石
見

「
石
見
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

島
根
県
雪
合
戦
大
会

～
雪
合
戦　
旭
２
０
１
７
～

第
１
７
３
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

浜
田
物
産
展

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
生
活
講
座

ロ
コ
モ
予
防

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

古
典
の
謡
み
聞
か
せ

「
羽は
ご
ろ
も衣
」・「
小こ

か

じ
鍛
冶
」

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

熱
田
と
長
浜
の
歴
史

「
郷
土
か
る
た
」
大
会

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
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み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ

ア
ー

　

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
ま
す
。

日　
２
月
２6
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

①
午
前
１１
時
～
・
②
午
後
２
時
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
回
先
着
１5
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

迎
春
石
見
神
楽
「
恵
比
寿
」

　

新
年
の
ア
ク
ア
ス
で
、
お
め
で
た

い
と
さ
れ
る
石
見
神
楽
の
演
目
「
恵

比
寿
」
を
大
尾
谷
子
供
神
楽
団
が
上

演
し
ま
す
。

日　
１
月
１
日
㈷
・
２
日

（振）

午
後
１
時
～

場　
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

冬
限
定
の
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
の

お
散
歩
タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

日　
３
月
3１
日
㈮
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

午
後
０
時
30
分
～
（
約
１5
分
）

※　

冬
休
み
・
春
休
み
期
間
は
、
毎

日
開
催
し
ま
す
。

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
天
候
に
よ

り
、
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

新
年
お
楽
し
み
会

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日　
１
月
２3
日
㈪

企
画
展
「
芳
年
」
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

グ
ラ
ン
ト
ワ
な
ら
で
は
「
芳
年
×
芸

能
ま
つ
り
」

浮
世
絵
×
ダ
ン
ス
×
石
見
神
楽
「
ウ

キ
ウ
キ
浮
世
絵
、
ヨ
シ
ヨ
シ
芳
年
」

激
動
の
時
代
を
生
き
た
鬼
才
浮
世

絵
師
・
芳
年
の
作
品
を
題
材
に
し
た

石
見
神
楽
の
上
演
に
加
え
、
活
弁
と

ダ
ン
ス
で
表
現
す
る
大
胆
不
敵
な
浮

世
絵
ダ
ン
ス
！
最
後
は
神
楽
と
ダ
ン

世 帯 男 女 総 数
浜 田 １9,８0８ １9,496 ２１,65８ 4１,１54
金 城 １,9２0 ２,１２８ ２,２８7 4,4１5

旭 １,3８3 １,407 １,47２ ２,８79
弥 栄 69２ 65２ 7１6 １,36８
三 隅 ２,904 ２,954 3,２94 6,２4８
合 計 ２6,707 ２6,637 ２9,4２7 56,064

人　口（11月末現在）

（単位：人）

午
前
１0
時
～
１１
時

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
先
着
２4
人

料　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０
０
円

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座
「
神
楽
面
を
作
ろ
う
！
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
神
楽
面
を
作
っ
て

み
よ
う
。

日　
１
月
２２
日
㈰

午
前
１0
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
３
５
０
円

講
師　
エ
ク
ス
和
紙
の
館
の
皆
さ
ん

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

料　
全
席
自
由

会
員
優
待
価
格　

１
、０
０
０
円

（
当
日
同
料
金
）

一
般　
　
　
　
　

２
、０
０
０
円

（
当
日
２
、５
０
０
円
）

高
校
生
以
下　
　

１
、０
０
０
円

（
当
日
１
、５
０
０
円
）

未
就
学
児
無
料

ス
の
競
演
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

出
演　
藤
田
善
宏
さ
ん

（
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
）

あ
き
た
け
だ
さ
ん　
（
ダ
ン
サ
ー
）

池
田
仁
徳
さ
ん　　　
　
（
ダ
ン
サ
ー
）

酒
井
大
輝
さ
ん　　　
　
（
ダ
ン
サ
ー
）

益
田
市
石
見
神
楽
神
和
会

坂
本
頼
光
さ
ん（
活
動
写
真
弁
士
）

日　
１
月
２２
日
㈰　

午
後
２
時

開
場　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　

小
ホ
ー
ル

料　
無
料

※　

企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

※　

企
画
展
「
芳
年
」
の
会
期
は
、

２
月
１3
日
㈪
ま
で
で
す
。

今
福
優　
新
春
太
鼓
祈
願
２
０
１
７

ー
つ
な
ぐ
ー

　

島
根
の
和
太
鼓
奏
者
・
今
福
優
が

率
い
る
今
福
座
の
恒
例
「
新
春
太
鼓

祈
願
」。
東
京
よ
り
招
聘
す
る
大
江

戸
助
六
太
鼓
は
江
戸
っ
子
の
粋
な
心

意
気
を
体
現
し
た
太
鼓
、そ
し
て「
つ

な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地
か
ら

集
う
若
手
大
太
鼓
打
ち
と
の
共
演
を

お
楽
し
み
に
。

出
演　
今
福
座
（
今
福
優
・
末
長
愛
・

堂
本
英
里
）
ほ
か

特
別
ゲ
ス
ト　
大
江
戸
助
六
太
鼓

（
東
京
都
）

日　
１
月
１5
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　

大
ホ
ー
ル

日　
３
月
５
日
㈰

受
付　
午
前
８
時
50
分
～
９
時
１5
分

場　
浜
田
市
陸
上
競
技
場
（
発
着
）

料　
一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

高
校
生　
　
　

１
、
０
０
０
円

中
学
生　
　
　
　
　

７
０
０
円

小
学
生　
　
　
　
　

５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ

２
、
０
０
０
円

１
部
（
５
㎞
）

Ａ
＝
中
学
卒
業
～
２0
歳
未
満
男
子

Ｂ
＝
２0
歳
以
上
～
30
歳
未
満
男
子

Ｃ
＝
30
歳
以
上
～
40
歳
未
満
男
子

Ｄ
＝
40
歳
以
上
～
50
歳
未
満
男
子

Ｅ
＝
50
歳
以
上
男
子

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp

://h
a
m
a
d
a
rik

u
jy

o
u
.

sakura.ne.jp/

※　

申
込
み
に
併
せ
て
、
参
加
料
を

郵
便
振
替
で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
‐
５

‐
７
２
９
４
５　

浜
田
市
陸
上
競

技
協
会
）

申　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

Em
ail:ham

ariku@
arom

a.ocn.
ne.jp

問　
三
隅
中
学
校
内　

小
谷
信
介
さ

ん
（
☎
�
０
０
６
２
）

年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館

　

新
年
１
回
目
の
休
館
日
は
１
月
１0

日
㈫
で
す
。

特
別
展

実
験
く
ん
～
ア
ク
ア
ス
わ
く
わ
く
研

究
所
～

し
っ
て
る
？
ペ
ン
ギ
ン
の
口
の
中

は
○
○
だ
っ
た
！？
魚
の
年
齢
は
○
○

を
見
れ
ば
わ
か
る
！？
海
の
中
に
は
不

思
議
が
い
っ
ぱ
い
！！
実
験
く
ん
と
一

緒
に
い
ろ
ん
な
不
思
議
を
解
明
し
よ

う
！

日　
１
月
１6
日
㈪
ま
で

場　
３
階
特
別
展
示
室

ネ
ル
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
と
ヨ
シ

タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
講
師
か
ら

学
ん
だ
後
、
実
際
に
コ
ー
ヒ
ー
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
個
人
で
も

事
業
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　
２
月
１２
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

場　
石
見
公
民
館　

調
理
室

講
師

・
ネ
ル
ド
リ
ッ
プ
講
座　

中
根
光
敏

さ
ん(

広
島
修
道
大
学
教
授)

・
ヨ
シ
タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
の
作
り
方
実

演　

神
英
雄
さ
ん(

安
来
市
立
加

納
美
術
館
長)

定　
先
着
１２
人

料　
８
０
０
円(

ネ
ル
ド
リ
ッ
パ
ー

代)

※　

コ
ー
ヒ
ー
ポ
ッ
ト
、
エ
プ
ロ
ン

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
１
月
２7
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
部
（
３
㎞
）

Ｆ
＝
60
歳
以
上
男
子

Ｇ
＝
中
学
校
１
年
生
男
子

Ｈ
＝
中
学
校
２
・
３
年
生
男
子

Ｉ
＝
一
般
・
高
校
生
女
子

Ｊ
＝
中
学
校
１
年
生
女
子

Ｋ
＝
中
学
校
２
・
３
年
生
女
子

３
部
（
２
㎞
）

Ｏ
＝
小
学
校
４
年
生
男
子

Ｐ
＝
小
学
校
５
年
生
男
子

Ｑ
＝
小
学
校
６
年
生
男
子

Ｕ
＝
小
学
校
４
年
生
女
子

Ｖ
＝
小
学
校
５
年
生
女
子

Ｗ
＝
小
学
校
６
年
生
女
子

４
部
（
１
㎞
）

Ｌ
＝
小
学
校
１
年
生
男
子

Ｍ
＝
小
学
校
２
年
生
男
子

Ｎ
＝
小
学
校
３
年
生
男
子

Ｒ
＝
小
学
校
１
年
生
女
子

Ｓ
＝
小
学
校
２
年
生
女
子

Ｔ
＝
小
学
校
３
年
生
女
子

５
部
（
１
㎞
）

Ｘ
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学
生
又
は
幼

児
を
含
む
家
族
で
構
成
し
た
チ
ー

ム
で
５
人
以
内
）

Ｙ
＝
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
又
は
幼
児

を
含
む
団
体
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

で
５
人
以
内
）

※　

幼
児
は
自
力
で
１
㎞
を
走
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

申
込
締
切
日　
２
月
１4
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

※　

申
込
用
紙
は
本
庁
観
光
交
流

課
・
各
支
所
・
観
光
協
会
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
観
光
交
流
課
交
流
企

画
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�

９
５
３
１
・
▢FAX
�
４
０
４
０
）】

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

ヨ
シ
タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー

体
験
講
座　
　

　 　



広報はまだ：平成２9年１月号　　　3435　　　広報はまだ：平成２9年１月号

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

現
在
、世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

作
家
た
ち
が
様
々
な
も
の
に
変
身
さ

せ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
作
品
を
紹
介
す
る

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
変
身
展
」
を
開
催

中
で
す
。

　

小
さ
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
ピ
ー
ス
を
６

万
個
も
組
み
合
わ
せ
た
巨
大
作
品
や
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
成
形
し
、
着
彩
し
た

動
物
た
ち
な
ど
、
あ
っ
と
驚
く
よ
う

な
作
品
が
大
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
基
地
作
り
や
工
作
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

会
期　
１
月
９
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

　

１
月
１4
日
㈯
か
ら
、
こ
ど
も
美
術

館
開
館
２0
周
年
を
記
念
し
て
「
第
２0

回
浜
田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

美
術
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
本
展
に
、
今
回
も
浜
田
市

は
も
と
よ
り
、
世
界
各
国
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
作
品
の
数
々
を
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
１
月
１4
日
㈯
～
２
月
１２
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

小
学
・
中
学
生　
　
　

50
円

■
新
春
！
石
見
神
楽
上
演

　

年
初
め
の
石
見
神
楽
を
、
こ
ど
も

美
術
館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
１
月
２
日

（振）
・
３
日(

火)

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

■
運
だ
め
し
抽
選
会

　
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
変
身
展
」
を
観
覧

の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
グ
ッ
ズ
が

当
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

◎
１
月
２
日

（振）
・
３
日
㈫

定
員　
各
日
先
着
30
人

■
開
館
2０
周
年
記
念

ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
絵
画
を
つ
く
ろ
う
》

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
お
絵
描
き
を
し

て
、大
き
な
チ
ョ
コ
絵
画
を
作
ろ
う
。

◎
１
月
１4
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
２0
人
（
要
予
約
）

講
師　
Ｇ
ｏ
ｍ
ａ
さ
ん

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

《
動
物
ミ
ト
ン
を
つ
く
ろ
う
！
》

　

フ
リ
ー
ス
を
使
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な

ミ
ト
ン
（
ふ
た
ま
た
の
手
袋
）
を
作

る
よ
。

◎
１
月
２８
日
㈯
・
２9
日
㈰

講
師　
関
野
宏
子
さ
ん

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
カ
レ
ン
ダ
ー
》

◎
１
月
２
日

（振）
・
３
日
㈫

定
員　
各
日
先
着
60
人

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
羽
子
板
づ
く
り
》

◎
１
月
７
日
㈯
～
９
日
㈷

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

◎
１
月
１4
日
㈯
・
１5
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
ろ
う
！
》

◎
１
月
２１
日
㈯
・
２２
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

■
開
館
2０
周
年
記
念
展

　

こ
れ
ま
で
開
催
し
た
展
覧
会
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
作
品
や
写
真
パ

ネ
ル
を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
１
月
１4
日
㈯
～
２
月
１２
日
㈰

場
所　
３
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室

※　

浜
田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

展
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

１
月
の
休
館
日

年
始　
　

１
日
㈷

月
曜
日　
１6
日
・
２3
日
・
30
日

展
示
替　
１0
日
㈫
～
１3
日
㈮

展示室の様子

浜田の小学生の作品

　

石
正
美
術
館
で
開
催
中
の
没
後
一

年
回
顧
展
「
石
本
正　

魂
の
軌
跡
」

が
、
１
月
か
ら
い
よ
い
よ
後
期
を
迎

え
ま
す
。

　

昨
年
１0
月
か
ら
の
展
示
作
品
を
大

幅
に
入
れ
替
え
、
画
家
・
石
本
正
の

画
業
の
全
貌
を
振
り
返
り
ま
す
。
後

期
で
は
、
画
家
と
し
て
の
始
ま
り
と

も
言
え
る
、
戦
後
す
ぐ
の
「
第
４
回

京
都
市
美
術
展
」
で
の
最
高
賞
受
賞

作
品
「
風
景
」（
京
都
市
美
術
館
蔵
）

や
、
個
人
蔵
と
な
り
こ
れ
ま
で
一
般

公
開
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

「
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
」「
烏
骨
鶏
」
な
ど
、

注
目
の
特
別
展
示
が
多
数
並
び
ま
す
。

　
「
絵
は
心
で
あ
る
」
と
い
う
思
い

の
下
、
地
位
や
名
誉
を
求
め
る
こ
と

な
く
た
だ
ひ
た
す
ら
に
己
の
美
を
求

め
る
姿
勢
を
貫
き
通
し
た
孤
高
の
画

家
・
石
本
正
の
生
涯
の
歩
み
を
、数
々

の
代
表
作
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
け

る
内
容
で
す
。

会
期没

後
一
年
回
顧
展
「
石
本
正　

魂

の
軌
跡
」　
（
後
期
）

１
月
２
日

（振）
～
３
月
１２
日
㈰

料
金一

般　
　

８
０
０
円（
７
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

前
売
券
（
一
般
６
０
０
円
）
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ソ
ン
各
店
（
Ｌ

コ
ー
ド
６
３
１
７
４
）
又
は
、
山

陰
中
央
新
報
社
西
部
本
社
ほ
か
に

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

※　

年
始
は
１
月
２
日

（振）
か
ら
開
館

し
ま
す
。

《ギャラリー展示》
石本正スケッチ展「ヨーロッパ美術巡礼の旅」
１月２日(振)～２0日㈮

女子目線の石見神楽写真展
「カグラージョ熱視線」VOL.2

１月２１日㈯～２月３日㈮

《イベント情報》
お正月の遊び「石州和紙で凧作りに挑戦！」
１月７日㈯　午後１時～３時
定員　30人　　料金　500円

おとなのアートサロン
「心いきいき！～大根のちぎり絵～」
１月２１日㈯　午後１時～３時
定員　２0人（要予約）　料金　２,000円
講師　島根臨床美術の会

古布で布ぞうり作り
１月２８日㈯　午後１時～３時
定員　１0人　　料金　500円

　石本正は若い頃から、中世ヨーロッパ時代のフレスコ画の
美しさと精神性に深い憧れを抱き続け、作品の中にそのイメ
ージを重ねて描いていました。このたび、石本正の教え子で
あり、石本発案によるイタリアのフレスコ画模写事業（１975
年）に携わった美術家・藤本直司さんに、画家が感じていた
中世やルネサンスなどのヨーロッパ美術の美について詳しく
お話し頂きます。また、午後はフレスコ画を模写制作する簡
単な創作体験も行います。ぜひご参加ください。
開催日　１月１4日㈯
講師　藤本直司さん（美術家）
講演会　午前９時～午後０時30分
フレスコ画模写体験　午後１時30分～４時　
定員　２5人（要予約）　　料金　１,000円
※　講演会（無料）のみの参加も可能です。ご相談ください。

※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）　　

石本正「風景」1948年

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.241

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
変
身
展

浜
田
こ
ど
も

　
　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎特別美術講座「音楽とフレスコ画でひもとく、
　石本正先生・共感覚の世界」
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
学
は
、
第
２
期
中
期
目
標
期
間

の
半
ば
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
、
中

期
目
標
・
中
期
計
画
に
沿
っ
て
、
教

育
・
研
究
・
社
会
貢
献
、
そ
し
て
透

明
性
の
高
い
大
学
運
営
に
努
め
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、「
社
会
情
勢
の

変
化
や
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
大

学
改
革
」「
地
域
と
協
働
し
た
社
会

貢
献
の
推
進
」「
学
生
確
保
・
教
育

内
容
及
び
学
生
支
援
の
充
実
強
化
」

「
国
際
交
流
・
海
外
留
学
等
の
促
進
」

の
４
分
野
を
年
度
計
画
重
点
項
目
と

定
め
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
は
、「
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
地
域
と
協
働
し
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
大
学
」「
北
東
ア
ジ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
大
学
」
を
実
現
す
る
こ
と
を

大
学
憲
章
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
憲
章
項
目
の
第
１
番
目
に
「
市

民
的
教
養
を
高
め
、主
体
的
に
学
び
、

実
践
す
る
人
材
を
養
成
す
る
」
こ
と

を
掲
げ
、
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
を
養
成

す
る
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
行
く
決
意
で

す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す

　

総
合
政
策
学
部
で
は
、
全
１
年
生

を
対
象
に
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
「
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
最
終
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
合
同

成
果
発
表
会
」
を
、
本
学
講
堂
に
て

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
が
浜

田
市
内
を
は
じ
め
、
社
会
の
様
々
な

現
場
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
に
出
掛
け
、

地
域
の
人
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
の
調

査
を
通
じ
て
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、

そ
の
課
題
の
解
決
策
を
計
画
し
、
提

案
な
ど
を
ま
と
め
ま
す
。

　

当
日
の
発
表
会
は
、
成
果
を
ま
と

め
た
報
告
を
も
と
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
形
式
で
行
い
、
来
場
者
の

投
票
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
も
行

う
予
定
で
す
。

日
時　
１
月
２6
日
㈭

午
後
１
時
１0
分
～
３
時
30
分
（
予

定
）

会
場　
講
堂

料
金　
無
料　

　

学
生
た
ち
は
総
合
政
策
学
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
科
目
を
学
ぶ
中
で
、

自
己
の
新
た
な
価
値
観
の
醸
成
と
自

立
心
を
培
う
た
め
、
卒
業
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
修
成
果
を
学
内
外
に

発
表
す
る
た
め
、「
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　
１
月
２5
日
㈬

　

午
後
０
時
30
分
～
２
時
40
分

会
場　
講
義
棟 

大
講
義
室
２

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
調
整
室

（
☎
�
２
２
０
１
）

海
遊
祭
実
行
委
員
長

松
尾
浩
也
（
２
年
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
第
１7
回
海
遊
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
松
尾
浩
也
で

す
。
１0
月
９
日
㈰
・
１0
日
㈷
に
、
島

根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
海

遊
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
来

場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
１7
回
海
遊
祭
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

開
催
す
る
ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
協
賛
企
業
の
皆
さ
ん
や
学
生
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
両
日
と
も

に
大
成
功
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
海
遊
祭
を
開
催
で
き

る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る「
海
遊
祭
」

で
、
優
秀
な
展
示
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
っ
た
学
生
団
体
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
最
優
秀
団
体
は
、
学
術
部

門「
豊
田
ゼ
ミ
」、サ
ー
ク
ル
部
門「
吹

奏
楽
部
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
８
団
体
が
優
秀
団
体

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
団
体

○
５ゴ

ー

×
５ゴ

ー

＝
ビ
ン
ゴ

○
オ
ロ
リ
ン
ピ
ッ
ク

○
よ
さ
こ
い
橙
蘭

○
茶
道
部

○
Ｂ
Ｂ
Ｓ
サ
ー
ク
ル

○
ダ
ン
ス
部

○
石
見
神
楽
舞
濱
社
中

○
華
道
部

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

☆
星
空
観
察
会

　

冬
の
星
空
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

日
時　
１
月
７
日
㈯

午
後
６
時
30
分
～（
２
時
間
程
度
）

場
所　
中
央
図
書
館
及
び
周
辺

定
員　
１6
人
（
先
着
）

申
込
締
切
日　
１
月
５
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
、
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
１
月
２２
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

タ
イ
ト
ル　
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん　

ワ

ク
ワ
ク
編
（
２
０
１
５
年
作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
１
月
２9
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分

タ
イ
ト
ル　
マ
ネ
ー
ボ
ー
ル

（
２
０
１
１
年
ア
メ
リ
カ
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

◎
１
月
１4
日
㈯

タ
イ
ト
ル　
鶴
の
恩
返
し

◎
１
月
２２
日
㈰

タ
イ
ト
ル　
幸
福
の
王
子

時
間　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

☆
テ
ー
マ
ト
ー
ク

日
時　
１
月
９
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

語
り
手　
坂
本　

文
江
さ
ん

テ
ー
マ　
暮
ら
し
の
美

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
１0
時
30
分
～
１１
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
。

日
時　
１
月
８
日
㈰

午
後
３
時
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
第
２

対
象　
５
歳
か
ら
大
人
ま
で

定
員　
先
着
２0
人
程
度

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

金
城
図
書
館

金
城
図
書
館
☆
お
は
な
し
会

日
時　
１
月
１4
日
㈯

　

午
前
１0
時
～
１0
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ

楽
し
い
お
り
が
み
教
室

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
り

が
み
で
遊
び
ま
す
。

テ
ー
マ

酉
年
に
ち
な
ん
だ
と
り
の
折
り
紙

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
１
月
４
日
㈬

午
前
１0
時
30
分
～
１１
時

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
１
月
１4
日
㈯

午
前
１0
時
30
分
～
１１
時

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
絵
本
な
ど
の
読
み
語
り

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
は

な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の
飾
り

　図書館では、司書がリレー形式でおすす
めの１冊を紹介していきます。
中央図書館　司書のおすすめ

「デンマークのにぎやかな図書館」
吉田右子著　新評論刊(分類0１6.２ヨシ)

　筑波大学大学院の図書館学教授である著
者は、本書にあるデンマークだけでなく、
スウェーデンやノルウェイなどの北欧の図
書館を巡り紹介しています。
　北欧の図書館は、利用者が館内のあちこ
ちでおしゃべりをする「うるさい」場所に
変貌し、静かにすべき場所は「静粛コーナ
ー」として限定されています。また、返却
が遅れた資料には延滞料が課せられます。
　日本の図書館がそのまま真似できるとは
思えませんが、参考にすべきことがたくさ
ん書かれています。

中
央
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
１0
日
㈫
・
２3
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
１0
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
１0
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　

休
館
中
に
本
を
返
却
さ
れ
る
場
合

は
、
各
館
（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）

の
返
却
ポ
ス
ト
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

付
け
を
行
い
ま
す
。

１
月
の
テ
ー
マ

み
ん
な
で
羽
根
突
き
１
・
２
・
３

冬
の
お
は
な
し
会

日
時　
１
月
２８
日
㈯

午
後
２
時
～
２
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
小
学
生
向
け
の
お
話
会

中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

図書館情報
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
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vol.159
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

新
年
の
あ
い
さ
つ

島
根
県
立
大
学　
本
田
雄
一

平
成
28
年
度
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
の
ご
案
内

１
年
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習

合
同
成
果
発
表
会
の
ご
案
内

海
遊
祭
優
秀
団
体
の
表
彰

海
遊
祭
の
お
礼

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！ 年
始
は
１
月
４
日
㈬
か
ら

開
館
し
ま
す
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●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

第
48
回
浜
田
市
美
術
展

絵
画
第
１
部　
市
長
賞

　
　
　
「
視
点
と
波
」　
吉
野
旭

※　
11
月
末
人
口
は
33
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　大坪ゆずがらし会は、平成４年に代表の三浦幸枝さんが弥栄産業まつりに出品
したゆずがらしが特産品開発部門の賞を獲ったことをきっかけに、ゆずがらしを
特産にして集落を盛り上げようと大坪集落の女性たちが集まり平成５年に結成し
たのが始まりです。
　女性メンバー７人で活動していますが、ゆずの木の世話や収穫などメンバーだ
けでなく地域の人たちの協力を得て行っています。毎年１0月頃にゆずがらしを製
造し、弥栄産業まつりや市民サロンなどで販売し地域のＰＲに一役買っています。
また、毎月１回の会合は、集落の人が集まり話すよい機会となっています。
　会の皆さんは、「毎年ゆずがらしを楽しみにしている人がいて励みになる」「多
くの人の助けや応援をもらってありがたい」「できるだけ長く活動していきたい」
と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.shimane.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

大坪ゆずがらし会（弥栄）


